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今
回
創
設
す
る
「
総
合
化
学

研
究
科
」
は
、
旧
来
の
理
学
研

究
科
化
学
専
攻
と
旧
来
の
工
学

研
究
科
工
業
化
学
専
攻
を
統
合

し
、
現
代
社
会
が
直
面
す
る
環

境
問
題
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
等

の
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
学
際
的
な

課
題
の
解
決
に
総
合
的
・
機
動

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
旧
来
の
理
学
研
究
科

理
数
教
育
専
攻
を
発
展
的
に
新

し
い
研
究
科
と
し
て
独
立
さ
せ

た
「
科
学
教
育
研
究
科
」
で

は
、
教
科
に
関
す
る
高
度
な
教

育
力
と
実
践
的
な
課
題
の
解
決

能
力
を
兼
備
し
、
科
学
技
術
創

造
立
国
を
掲
げ
る
日
本
社
会
が

求
め
る
、
す
ぐ
れ
た
理
数
系
教

員
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

理
学
研
究
科
に
新
設
さ
れ
る

「
数
理
情
報
科
学
専
攻
」
お
よ

び
「
応
用
物
理
学
専
攻
」
は
、

い
ま
ま
で
の
「
数
学
専
攻
」
お

よ
び
「
物
理
学
専
攻
」
に
所
属

本
学
は
、
昨
年
か
ら
地
球
温

暖
化
防
止
の
国
民
的
運
動
「
チ

ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
教
職
員
・
学

生
一
同
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
環

境
保
全
の
た
め
に
配
慮
し
、
よ

り
良
い
未
来
の
創
造
に
向
け
た

活
動
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
学
内
啓
発
活
動
の
一
環

と
し
て
、
四
月
の
一
ヵ
月
間
、

学
生
、
教
職
員
を
対
象
に
「
エ

コ
川
柳
」
を
募
集
し
ま
し
た
。

今
回
は
夏
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う

こ
と
で
、
テ
ー
マ
は
ク
ー
ル
ビ

ズ
。
省
エ
ネ
、
地
球
温
暖
化
、

環
境
問
題
等
を
モ
チ
ー
フ
に
本

学
関
連
の
話
題
を
盛
り
込
ん
だ

川
柳
を
募
集
し
た
結
果
、
合
計

百
五
十
五
首
が
集
ま
り
、
厳
正

な
選
考
の
結
果
、
次
の
句
が

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
賞
」
等
を
含
め

た
入
選
作
と
な
り
ま
し
た
。

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
賞
」「
マ
ド
ン

ナ
賞
」「
ユ
ー
モ
ア
賞
」
の
三

句
は
、
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６

％
の
ポ
ス
タ
ー
と
な
っ
て
、
地

球
温
暖
化
防
止
の
啓
発
活
動
に

加
わ
り
ま
す
。

従
来
、売
上・

利
益
・
規
模
な

ど
の
有
形
財
産

を
最
優
先
で
追

求
し
て
き
た
企

業
は
、
近
年
、

法
令
遵
守
・
社

会
貢
献
・
環
境
対
応
・
強
い
ブ

ラ
ン
ド
な
ど
の
無
形
財
産
に
も

注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
急
速
な
技
術
革
新
が
類
似

し
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
氾
濫

を
も
た
ら
し
た
結
果
、
企
業
は

高
付
加
価
値
化
・
包
括
的
差
別

化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
、
ま

た
並
行
し
て
〝
優
良
企
業
〟
に

対
す
る
社
会
の
考
え
方
が
変
化

し
た
こ
と
な
ど
が
そ
の
背
景
に

あ
る
。
▼
各
大
学
も
少
子
化
や

国
立
大
学
の
法
人
化
に
よ
る
大

学
間
の
競
争
激
化
な
ど
背
景
は

異
な
る
も
の
の
、
ビ
ジ
ョ
ン
の

明
確
化
や
新
ロ
ゴ
の
制
定
な

ど
、
ブ
ラ
ン
ド
を
意
識
し
、
力

を
入
れ
て
い
る
。
▼
片
や
世
界

は
多
極
化
へ
の
移
行
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
に
よ
る
大
規
模

な
地
殻
変
動
、
そ
れ
に
伴
う
急

速
な
世
界
の
政
治
・
経
済
・
技

術
・
文
化
等
、
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
側
面
で
の
相
互
連
鎖
の
急
速

な
活
発
化
・
複
雑
化
が
進
行

中
。
昨
年
訪
問
し
た
よ
う
な
中

南
米
と
東
南
ア
ジ
ア
の
大
学
に

優
れ
た
研
究
者
・
学
生
が
集
ま

り
、
世
界
の
産
業
・
研
究
教
育

機
関
と
連
携
し
、
国
際
セ
ミ
ナ

ー
や
会
議
が
日
常
化
し
て
い
た

こ
と
は
特
別
な
こ
と
で
は
な

い
。
▼
日
本
の
大
学
で
は
、
先

端
的
知
識
を
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境

で
相
互
作
用
・
発
展
さ
せ
る
制

度
・
体
制
・
意
識
面
で
発
展
途

上
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

本
学
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
“
科
学
は

良
心
に
向
か
う
”
に
は
先
端
性

と
普
遍
性
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
世
界
に
通
用
す
る
真
の
ブ

ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
て
の
努
力

が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。	

（
Ｅ
・
Ｎ
）

都　　

心

キ
ャ
ン
パ
ス

大
学
院
　
　

組
織　
改
編

大
学
院
　
　

組
織　
改
編

４
研
究
科
10
専
攻　

体
制
に

総
合
化
学
研
究
科
な
ど
創
設

’09年度から

し
つ
つ
、
主
と
し
て
数
理
情
報

科
学
あ
る
い
は
物
理
学
の
応
用

分
野
の
教
育
・
研
究
に
当
た
っ

て
き
た
ス
タ
ッ
フ
か
ら
構
成
さ

れ
る
新
し
い
専
攻
で
す
。

「
数
理
情
報
科
学
専
攻
」
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
急
速
な

進
歩
に
対
処
で
き
る
技
術
者
・

研
究
者
の
養
成
を
目
標
に
、
情

報
処
理
と
密
接
に
関
係
す
る
数

理
統
計
学
・
計
算
数
学
・
応
用

解
析
学
を
主
と
す
る
応
用
数
学

の
分
野
で
、
柔
軟
な
数
理
的
・

論
理
的
思
考
を
重
視
し
た
教

育
・
研
究
を
行
い
ま
す
。

ま
た
「
応
用
物
理
学
専
攻
」

は
、
基
礎
物
理
学
と
物
性
物
理

学
に
関
す
る
確
か
な
理
解
を
基

盤
に
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
素

子
等
に
応
用
さ
れ
る
機
能
性
材

料
（
半
導
体
、
磁
性
体
、
誘
導

体
、
光
学
物
質
な
ど
）
の
創
成

と
物
性
解
明
お
よ
び
そ
の
応
用

開
発
に
関
し
て
、
高
度
な
教
育

と
研
究
を
行
い
ま
す
。

本
学
は
こ
の
組
織
改
編
に
よ

っ
て
、
本
学
大
学
院
の
教
育
研

究
の
理
念
─
学
問
の
自
由
を

基
礎
に
理
学
・
薬
学
・
工
学
の

高
度
な
教
育
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

本
学
で
は
「
理
学
の
知
」
と
「
工
学
の
知
」
を
協
働
さ
せ
つ
つ
、

二
十
一
世
紀
の
社
会
が
直
面
す
る
諸
問
題
に
総
合
的
か
つ
機
動
的

に
取
り
組
む
研
究
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
二
〇
〇
九
年
度
か

ら
、
都
心
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学
院
組
織
を
、
理
学
研
究
科
、
工
学

研
究
科
、
総
合
化
学
研
究
科
、
科
学
教
育
研
究
科
の
四
研
究
科
十

専
攻
に
改
編
し
ま
す
。
＝
３
面
に
選
抜
試
験
日
程

新設

理学研究科 総合化学研究科 工学研究科科学教育研究科

応
用
物
理
学
専
攻

機
械
工
学
専
攻

経
営
工
学
専
攻

電
気
工
学
専
攻

建

築

学

専

攻

総
合
化
学
専
攻

物

理

学

専

攻

数
理
情
報
科
学
専
攻

数

学

専

攻

■
分
子
集
積
・
分
子
科
学
コ
ー
ス

■
合
成
・
反
応
有
機
化
学
コ
ー
ス

■
機
能
・
生
体
材
料
化
学
コ
ー
ス

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
化
学
コ
ー
ス

■
工
業
化
学
コ
ー
ス

科
学
教
育
専
攻

■
数
学
コ
ー
ス

■
理
科
コ
ー
ス

現在の大学院

理
数
教
育
専
攻

化

学

専

攻

物
理
学
専
攻

数

学

専

攻

理学研究科

経
営
工
学
専
攻

機
械
工
学
専
攻

電
気
工
学
専
攻

工
業
化
学
専
攻

建
築
学
専
攻

工学研究科

2009年度からスタートする大学院の組織図

れ
の
分
野
で
卓
越
し
た
研
究
拠

点
を
形
成
す
る
─
を
実
質
化

し
、
質
の
高
い
修
了
生
の
輩

出
、
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
う
る
独
創
性
と
実
践

力
を
備
え
た
研
究
者
・
技
術
者

の
育
成
、
世
界
最
先
端
の
研
究

成
果
の
発
信
を
図
り
ま
す
。

総合化学研究科　総合化学専攻
修業年限 修士課程　２年／博士後期課程　３年
定　　員 修 士 課 程：入学定員130人、収容定員260人

博士後期課程：入学定員10人、収容定員30人
出願期間 平成20年７月１日（火）〜７月11日（金）
選 考 日 平成20年８月４日（月）、８月６日（水）

科学教育研究科　科学教育専攻
修業年限 修士課程　２年
定　　員 修 士 課 程：入学定員40人、収容定員80人
出願期間 【卒業見込者・既卒者対象】平成20年７月１日（火）〜７月11日（金）

【現職教員対象】平成20年９月26日（金）〜10月３日（金）
選 考 日【卒業見込者・既卒者対象】平成20年８月５日（火）

【現職教員対象】平成20年10月12日（日）
理学研究科　数理情報科学専攻

修業年限 修士課程　２年／博士後期課程　３年
定　　員 修 士 課 程：入学定員15人、収容定員30人

博士後期課程：入学定員３人、収容定員９人
出願期間 平成20年７月１日（火）〜７月11日（金）
選 考 日 平成20年８月１日（金）、８月５日（火）

理学研究科　応用物理学専攻
修業年限 修士課程　２年／博士後期課程　３年
定　　員 修 士 課 程：入学定員40人、収容定員80人

博士後期課程：入学定員３人、収容定員９人
出願期間 平成20年７月１日（火）〜７月11日（金）
選 考 日 平成20年８月１日（金）

｢

坊
っ
ち
ゃ
ん｣

に
続
く
イ
メ
ー
ジ･

キ
ャ
ラ
２
人

本
学
の
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
サ

ブ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
「
マ
ド
ン
ナ
ち
ゃ

ん
」、
そ
し
て
誰
か
に
チ
ョ
ッ
と
似
の
「
赤
シ

ャ
ツ
く
ん
」
が
誕
生
し
、
広
報
活
動
に
一
役
買

っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
学
は
、
夏
目
漱
石
の
小
説
『
坊
っ
ち
ゃ

ん
』
で
主
人
公
が
卒
業
し
た
学
校
と
な
っ
て
い

ま
す
。
各
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
作
中
に
登
場
す
る

「
マ
ド
ン
ナ
」
と
「
赤
シ
ャ
ツ
」
を
モ
チ
ー
フ

に
誕
生
し
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
マ
ド
ン
ナ
ち
ゃ

ん
は
「
科
学
の
マ
ド
ン
ナ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
８
面
）
と
「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
左
欄
）
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

マドンナちゃん 赤シャツくん

本学は｢チーム･マイナス６％｣活動を推進しています

環
境
問
題
テ
ー
マ
学
内
競
作｢

エ
コ
川
柳｣

入
選
作

　

○
坊
っ
ち
ゃ
ん
賞

打
ち
水
を
気
化
熱
と
呼
ぶ
物
理
学　
　

基
工
・
教
養
教
授　

藤
井　

志
郎

　

○
マ
ド
ン
ナ
賞

テ
ス
ト
期
間
チ
ラ
シ
の
裏
で
猛
勉
強	

工
２
・
建
築
２
年　

楠
山　

秀
貴

　

○
ユ
ー
モ
ア
賞

エ
コ
燃
料
使
っ
て
欲
し
い
体
脂
肪	

学
生
課（
野
田
）課
長　

加
賀
谷
貞
夫

　

○
入　
　
　

選
（
所
属
順
）

都
会
で
も
窓
を
開
け
れ
ば
夏
の
風	

理
２
・
物
理
１
年　

渡
邉　

嘉
乃

節
水
の
普
及
を
も
っ
て
エ
コ
と
成
す	

理
工
・
工
化
３
年　

國
澤　

由
佳

理
科
大
で
学
ぶ
環
境
知
る
科
学	

基
工
・
電
子
１
年　

大
久
保
海
斗

理
大
生
自
然
の
中
で
エ
コ
ラ
イ
フ	

基
工
・
材
料
１
年　

安
田　

一
平

早
起
き
で
涼
し
く
す
ご
す
夏
休
み	

基
工
・
材
料
１
年　

江
間　

紀
之

長
万
部
窓
開
け
れ
ば
ク
ー
ル
ビ
ズ	

基
工
・
材
料
１
年　

平
川　

岳
志

電
気
消
せ
テ
レ
ビ
つ
け
る
な
早
く
寝
ろ	

基
工
・
材
料
１
年　

佐
藤　
　

健

た
だ
単
に
早
寝
早
起
き
そ
れ
も
エ
コ	

基
工
・
生
物
４
年　

秋
山　

陽
太

勇
気
出
し
部
屋
の
温
度
を
２
度
上
げ
る	

経
営
・
経
営
１
年　

駒
木　
　

完

省
エ
ネ
の
道
筋
照
ら
す
理
学
の
灯	

　
　

監
査
室
主
任　

田
中　

芳
行

科
学
へ
の
熱
意
で
止
め
る
温
暖
化	

　
　

生
涯
学
習
課　

三
宅　

雅
晴

黎
明
の
校
舎
想
っ
て
過
ご
す
夏　
　
管
財
課
再
構
築
推
進
室
係
長　

加
藤　

良

エ
コ
川
柳
考
え
す
ぎ
て
熱
を
出
し	

管
財
課
契
約
室
室
長　

田
代　

一
男

｢エコ川柳」入選作とイメージ・キャラク
ターの坊っちゃん・マドンナをあしらった
温暖化防止キャンペーンのポスター

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
！
神
楽
坂
・
野
田

８
／
８（
金
）･

９（
土
）

＊出願期間と選考日は修士課程のみ
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本学の交付内定は209件
平成20年度　文科省科学研究費補助金

り
、
若
手
研
究
（
Ｂ
）
に
間
接

経
費
が
措
置
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

科
研
費
は
、
人
文
・
社
会
科

学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
わ
た
る
独
創
的
・
先

駆
的
な
研
究
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
競
争
的
研
究

資
金
で
あ
り
、
そ
の
研
究
成
果

は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
は
じ
め
様

々
な
受
賞
等
、
研
究
者
の
国
内

外
で
の
研
究
業
績
の
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
科
研
費
の
大
幅

な
獲
得
増
額
を
目
標
に
掲
げ
、

科
研
費
検
討
会
を
行
う
と
と
も

に
、
昨
年
九
月
に
獲
得
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
基
盤
研
究
（
Ｓ
）（
研
究

期
間
五
年
間
、
総
額
五
千
万
円

以
上
二
億
円
程
度
）
に
お
い
て

二
件
の
採
択
が
あ
り
、
さ
ら

に
、
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
が
前
年

度
を
十
三
件
上
回
る
採
択
に
よ

り
、
件
数
・
金
額
と
も
に
前
年

度
を
上
回
る
交
付
内
定
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
も
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
の
新
規
採
択
を
目
指
す
と
と

も
に
、
採
択
件
数
の
増
加
に
向

け
積
極
的
な
応
募
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

一
．
資
金
収
支
計
算
書

平
成
十
九
年
度
資
金
収
入

は
、
平
成
十
九
年
度
予
算
比

（
以
下
「
予
算
比
」
と
い
う
。）

三
六
五
一
万
円
減
の
三
七
四
億

七
一
四
万
円
で
あ
り
、
こ
れ
に

前
年
度
繰
越
支
払
資
金
三
二
一

億
二
七
四
〇
万
円
を
加
え
て
、

収
入
の
部
合
計
は
、
六
九
五
億

三
四
五
四
万
円
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
資
金
支
出

は
、
予
算
比
四
二
億
三
七
八
一

万
円
減
の
三
四
二
億
七
六
七
一

万
円
で
あ
っ
た
の
で
、
次
年
度

繰
越
支
払
資
金
は
予
算
比
四
二

億
一
三
一
万
円
増
の
三
五
二
億

五
七
八
三
万
円
と
な
り
、
支
出

の
部
合
計
は
、
六
九
五
億
三
四

五
四
万
円
で
す
。

二
．
消
費
収
支
計
算
書

平
成
十
九
年
度
消
費
収
入

は
、
予
算
比
三
一
億
二
四
〇
九

万
円
増
の
三
五
二
億
六
四
四
一

万
円
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
消
費
支
出

は
、
予
算
比
一
〇
億
七
八
〇
五

万
円
減
の
三
二
五
億
六
八
七
九

万
円
で
す
。
こ
の
結
果
、
平
成

十
九
年
度
の
消
費
収
支
差
額
は

二
六
億
九
五
六
二
万
円
の
収
入

超
過
と
な
り
、
平
成
十
八
年
度

か
ら
繰
り
越
さ
れ
て
き
た
消
費

支
出
超
過
額
一
二
七
億
五
五
〇

七
万
円
を
加
え
る
と
、
平
成
二

十
年
度
へ
の
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
は
、
一
〇
〇
億
五
九
四
五

万
円
と
な
り
ま
す
。

三
．
貸
借
対
照
表

平
成
十
九
年
度
末
の
資
産
の

部
合
計
は
、
前
年
度
末
比
一
九

億
四
一
万
円
増
の
一
七
二
八
億

二
〇
二
六
万
円
で
す
。

ま
た
、
負
債
の
部
合
計
は
、

前
年
度
末
比
一
二
億
一
一
五
三

万
円
減
の
三
一
二
億
五
九
四
七

万
円
で
す
。

基
本
金
の
部
合
計
は
、
前
年

度
末
比
四
億
一
六
三
二
万
円
増

の
一
五
一
六
億
二
〇
二
四
万
円

で
す
。

消
費
収
支
差
額
の
部
合
計

は
、
翌
年
度
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
が
一
〇
〇
億
五
九
四
五
万

円
で
す
。

　

＊
計
算
書
に
つ
い
て

資
金
収
支
計
算
書
は
、
教
育

研
究
等
の
諸
活
動
に
要
す
る
一

年
間
の
資
金
の
収
入
、
支
出
を

み
る
も
の
で
、
支
出
に
対
応
す

る
収
入
が
ど
の
よ
う
な
源
泉
か

ら
調
達
さ
れ
て
い
る
か
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
借

入
金
な
ど
の
負
債
性
の
あ
る
収

入
や
、
固
定
資
産
取
得
に
必
要

な
支
出
、
借
入
金
返
済
な
ど
が

全
体
の
収
支
に
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
か
な
ど
も

み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
費
収
支
計
算
書
は
、
毎
年

度
の
経
営
状
況
を
示
す
も
の
で

す
。「
消
費
支
出
」
と
は
、
学

校
法
人
が
教
育
研
究
等
の
諸
活

動
に
消
費
す
る
資
産
の
取
得
価

額
ま
た
は
用
役
の
対
価
の
こ
と

で
す
。「
消
費
収
入
」
と
は
、

「
消
費
支
出
」
に
充
当
し
得
る

収
入
の
こ
と
で
あ
り
、
負
債
性

の
な
い
収
入
（
帰
属
収
入
）
か

ら
資
本
的
支
出
（
基
本
金
組
入

額
）
を
控
除
し
た
も
の
を
い
い

ま
す
。「
消
費
収
入
」
と
「
消

費
支
出
」
を
対
比
す
る
こ
と
に

よ
り
、
収
入
超
過
か
支
出
超
過

か
が
わ
か
り
ま
す
。

貸
借
対
照
表
は
、
年
度
末
に

お
け
る
資
産
、
負
債
、
基
本
金

お
よ
び
消
費
収
支
差
額
の
状
態

を
表
示
し
、
年
度
末
時
点
で
の

財
政
状
態
を
あ
ら
わ
す
重
要
な

財
務
資
料
で
す
。

＊
詳
細
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tus.ac.jp/

info/houjin/accounts.
htm
l

本
学
の
今
年
度
の
科
学
研
究

費
補
助
金
（
以
下
「
科
研
費
」）

交
付
内
定
件
数
は
二
百
九
件

で
、
総
額
約
七
億
円
で
し
た
。

う
ち
、
間
接
経
費
は
約
一
億
四

千
万
円
で
す
。

今
年
度
の
国
の
科
研
費
は
約

千
九
百
三
十
二
億
円
（
対
前
年

度
一
・
〇
％
増
）
で
あ
り
、
応

募
研
究
課
題
約
十
二
万
件
の
中

か
ら
、
約
五
万
件
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
よ

●　本学教員の平成２０年度科学研究費補助金交付内定状況　●
区　分 合　計特定領域

研　　究
基盤研究
（S）

基盤研究
（A）

基盤研究
（B）

基盤研究
（C）

萌　　芽
研　　究

若手研究
（A）

区　分 合　計特別推
進研究

特別推進
研　　究

特定領
域研究

基盤研
究（A）

基盤研
究（S）

基盤研
究（B）

基盤研
究（C）

萌 芽
研 究

若手研究
（S）

若手研
究（S）

若手研
究（Ａ）

若手研究
（B）

申
請
件
数
採
択
件
数

平　成
20年度

平　成
１９年度

若手研
究（Ｂ）

若手研究
（　　 ）

若手研究
（　　 ）スタート
アップ

スタート
アップ

新規
継続
計
新規
継続
計

12
1
13
2
1
3

5
0
5
2
0
2

40
3
43
6
3
9

０
０
０
０
０
０

59
26
85
7
26
33

8
1
9
1
1
2

133
32
165
26
32
58

507
131
638
78
131
209

48
9
57
ー
9
9

138
50
188
31
50
81

58
9
67
3
9
12

〔0〕
０
０

〔１〕
４７,０００
14,１００

〔9〕
77,2００

0

〔１４〕
６３,０００

0

〔2〕
129,7００
38,910

〔１〕
１２,５００
3,750

〔3〕
32,400
9,720

〔１〕
２,７００
810

〔33〕
１35,200
40,560

〔３５〕
１８６,7００
56,010

〔81〕
86,400
25,920

〔６８〕
８７,２００
26,160

〔12〕
14,200

0

〔１３〕
19,000

0

6
0
6
0
0
0

〔0〕
0
0

〔0〕
0
0

〔2〕
8,400
2,520

〔２〕
20,300
6,090

〔58〕
66,000
19,800

〔56〕
74,400

0

〔9〕
10,440
3,132

〔8〕
10,220

0

〔209〕
559,940
140,562

〔１99〕
523,020
106,920

［注］①〔　〕内は交付内定件数／金額は単位千円、上が直接経費、下が間接経費／②若手研究（スタートアップ）については審査中であるた
め、新規内定件数及び金額は未定である／③文部科学省及び日本学術振興会より通知のあった内定一覧をもとに作成しており、転出・辞
退・転入・追加採択者等の加除は行っていない／④表以外に、山口東京理科大学7件14,430千円、諏訪東京理科大学4件6,760千円
（ともに直接経費＋間接経費）が内定している

平成１9年度　資金収支計算書
科　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

収
入
の
部

支
出
の
部

平成１9年度　消費収支計算書
科　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

消
費
収
入
の
部

消
費
支
出
の
部

科　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

貸 借 対 照 表 平成20年３月３１日

（ ）自　平成１9年４月１日
至　平成20年３月３１日

26,039,894,000
1,685,554,136
528,288,198
3,925,504,257
787,891,885

100,000
1,358,138,155
1,042,776,844
17,407,161,382
3,061,177,936

△18,429,349,890
32,127,402,882
69,534,539,785
16,198,267,211
8,801,892,396
1,869,097,754
92,605,495

1,483,160,000
2,402,566,883
1,819,070,103
1,330,969,923
2,320,872,068

△ 2,041,789,869
35,257,827,821
69,534,539,785

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
〔予　備　費〕

資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

438,258,000
216,279,136
167,711,802
32,226,257
310,464,885

100,000
176,492,155
97,301,844
734,146,382
1,661,716,064
212,346,890

36,506,097
52,588,211
643,085,604
109,215,246
18,509,505

0
3,008,015,117
12,729,103
201,497,923
206,668,068

0
932,471,869
4,201,307,939
36,506,097

25,601,636,000
1,469,275,000
696,000,000
3,893,278,000
477,427,000

0
1,181,646,000
945,475,000

16,673,015,000
4,722,894,000

△18,217,003,000
32,127,402,882
69,571,045,882
16,145,679,000
9,444,978,000
1,978,313,000
111,115,000
1,483,160,000
5,410,582,000
1,806,341,000
1,129,472,000
2,114,204,000
（300,000,000）

0
1,109,318,000
31,056,519,882
69,571,045,882

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（ ）自　平成１9年４月１日
至　平成20年３月３１日

26,039,894,000
1,685,554,136
839,690,516
3,925,504,257
784,600,773
1,358,138,155
1,047,350,207
35,680,732,044
416,323,756

35,264,408,288
16,066,112,681
13,503,526,534
1,995,295,532
92,605,495
903,924,456

7,328,500

32,568,793,198
2,695,615,090

0
12,755,067,844
10,059,452,754

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計
人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能引当金繰入額
（又は徴収不能額）
〔予　備　費〕

消費支出の部合計
当年度消費収入超過額
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

438,258,000
216,279,136
66,309,484
32,226,257
307,173,773
176,492,155
101,875,207
1,205,995,044
1,918,096,244
3,124,091,288
99,415,681
614,607,466
92,464,468
18,509,505
259,211,544

7,328,500

200,000,000
1,078,048,802

25,601,636,000
1,469,275,000
906,000,000
3,893,278,000
477,427,000
1,181,646,000
945,475,000

34,474,737,000
2,334,420,000
32,140,317,000
15,966,697,000
14,118,134,000
2,087,760,000
111,115,000
1,163,136,000

0
（100,000,000）
200,000,000

33,646,842,000
0

1,506,525,000
12,755,068,000
14,261,593,000

137,131,280,571
111,682,211,867
25,449,068,704
33,788,568,594
170,919,849,165
11,744,055,754
20,726,944,746
32,471,000,500
140,495,916,509
8,500,000,000
100,000,000
2,108,000,000

151,203,916,509
12,755,067,844

170,919,849,165

固定資産
　　有形固定資産
　　その他の固定資産
流動資産

固定負債
流動負債

第１号基本金
第２号基本金
第３号基本金
第４号基本金

946,411,154
1,206,363,103
259,951,949
2,846,823,745
1,900,412,591
1,539,705,399
328,179,144
1,211,526,255
416,323,756

0
0
0

416,323,756
2,695,615,090

1,900,412,591

136,184,869,417
110,475,848,764
25,709,020,653
36,635,392,339
172,820,261,756
10,204,350,355
21,055,123,890
31,259,474,245
140,912,240,265
8,500,000,000
100,000,000
2,108,000,000

151,620,240,265
10,059,452,754

172,820,261,756

資産の部合計

負債の部合計

基本金の部合計
消費収支差額の部合計
負債の部、基本金の部
および消費収支差額の部合計

△
△

△
△
△
△
△
△

△

△
△
△

△
△

△ △

△
△

△
△
△
△
△
△
△
△

△

△

△
△

△

△

△

平
成
19
年
度　

決
算
報
告

学
校
法
人　

東
京
理
科
大
学
理
事
会

【
薬
学
部
】

◆
薬
学
科

教
授　

望
月　

正
隆

（
も
ち
づ
き
・
ま
さ
た
か
）

①
東
京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研

究
科
博
士
課
程
修
了
②
共
立
薬

科
大
学
学
長
③
有
機
薬
化
学
④

薬
学
博
士

【
総
合
研
究
機
構
】

◆
研
究
部
も
の
づ
く
り
・
先
端

計
測
科
学
研
究
部
門

講
師　

堀
越　
　

智

（
ほ
り
こ
し
・
さ
と
し
）

①
明
星
大
学
大
学
院
理
工
学
研

究
科
化
学
専
攻
博
士
課
程
修
了

②
上
智
大
学
理
工
学
部
化
学
科

助
教
③
コ
ロ
イ
ド
、
界
面
化

学
、
マ
イ
ク
ロ
波
、
光
触
媒
④

理
学
博
士

◆
研
究
セ
ン
タ
ー
部
ナ
ノ
粒
子

健
康
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

講
師　

清
水　

貴
壽

（
し
み
ず
・
た
か
ひ
さ
）

①
金
沢
大
学
大
学
院
自
然
科
学

研
究
科
生
命
科
学
専
攻
博
士
課

程
修
了
②
東
京
理
科
大
学
薬
学

部
嘱
託
助
教
③
細
胞
生
物
学
、

分
子
生
物
学
④
薬
学
博
士

久
保
寺
昭
子
名
誉
教
授

（
元
薬
学
部
薬
学
科
）
平
成
二

十
年
四
月
十
四
日
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
七
十
四
歳
。

山
田　

恒
夫
元
教
授

（
元
経
営
学
部
経
営
学
科
）
平

成
二
十
年
四
月
二
十
一
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
七
十
歳
。

石
田　

哲
朗
元
教
授

（
元
東
京
理
科
大
学
諏
訪
短
期

大
学
）
平
成
二
十
年
五
月
十
一

日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
八
十
六

歳
。

新
任
教
員　

紹
介

（敬称略）

①
最
終
学
歴　

②
前　

歴

③
専
門
分
野　

④
学　

位

人
事
院
は
六
月
二
十
四
日

（
火
）、
平
成
二
十
年
度
国
家
公

務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験
の
最
終
合

格
者
を
発
表
し
ま
し
た
。
申
込

者
数
二
万
千
二
百
人（
前
年
度

二
万
二
千
四
百
三
十
五
人
）に

対
し
、合
格
者
数
は
一
五
四
五
人

（
同
千
五
百
八
十
一
人
）で
し
た
。

本
学
の
合
格
者
数
は
前
年
度

よ
り
五
人
増
の
三
十
七
人
で
、

大
い
に
健
闘
し
そ
の
実
力
を
発

揮
し
ま
し
た
。大
学
別
順
位
で

は
、全
国
約
七
百
五
十
大
学
あ
る

中
第
十
位
、私
立
大
学
中
で
は
第

三
位
で
し
た
。理
工
系
区
分
の
み

で
は
、
私
立
大
学
中
で
第
一
位

と
い
う
好
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

本
学
で
学
ん
だ
知
識
・
技
術

を
生
か
し
、
社
会
全
体
に
貢
献

で
き
る
の
が
公
務
員
で
す
。
科

学
技
術
が
高
度
に
発
達
し
た
現

代
社
会
で
発
生
す
る
諸
問
題
の

解
決
に
取
り
組
む
行
政
の
分
野

で
こ
そ
、
理
工
系
出
身
者
の
活

躍
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ

種
試
験
は
、
世
界
を
舞
台
に
、

我
が
国
の
将
来
を
決
め
る
政
策

立
案
に
関
わ
る
人
材
を
採
用
す

る
た
め
の
も
の
で
、
本
学
か
ら

の
国
土
交
通
省
・
文
部
科
学

省
・
厚
生
労
働
省
・
特
許
庁
等

へ
の
入
省
者
は
、
現
在
、
国
民

の
幸
福
と
国
益
の
追
求
を
目
指

し
、
公
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
次
年
度
公
務
員

試
験
に
向
け
て
各
種
支
援
行
事

を
十
月
か
ら
随
時
開
催
し
、
公

務
員
希
望
者
を
全
面
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
な
お
、
就

職
課
に
は
「
国
Ⅰ
過
去
問
」
や

そ
の
解
説
、
関
連
書
籍
等
の
豊

富
な
資
料
が
あ
る
の
で
、
積
極

的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
随
時
、
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
立
ち
寄

っ
て
く
だ
さ
い
。

Ⅰ
種
37
人
合
格
、 

私
大
３
位

Ⅰ
種
37
人
合
格
、 

私
大
３
位

前
年
比
５
人
増

平
成
20
年
度
国
家
公
務
員
試
験

　
❶
❷

＊❸
❹

＊❺
❻
❼
❽
❾

＊10
＊11
12
13
14
15

＊16
17
18
18
20

＊21
22

＊23
23

東 京 大 学
京 都 大 学
早稲田大学
東 北 大 学
慶應義塾大学
北海道大学
大 阪 大 学
九 州 大 学
東京工業大学
東京理科大学
立命館大学
一 橋 大 学
名古屋大学
神 戸 大 学
岡 山 大 学
中 央 大 学
広 島 大 学
筑 波 大 学
千 葉 大 学
東京農工大学
同志社大学
大阪市立大学
上 智 大 学
金 沢 大 学

417
161
101
61
59
57
55
52
50
37
36
35
34
29
25
22
19
18
18
17
14
11
10
10

順位 大　学　名 合格
者数

平成20年度
●国家公務員採用 Ⅰ 種試験●
大学別最終合格者数

＊は私立大学を表す



に
ま
だ
全
く
存
在
せ
ず
、
新
し

い
二
十
一
世
紀
型
概
念
の
癌
治

療
法
に
属
し
ま
す
。
既
に
い
か

な
る
治
療
も
不
能
に
陥
っ
た
末

期
癌
患
者
の
完
全
治
癒
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｓ
Ｑ
Ａ
Ｇ
は
、
本
学
の

研
究
テ
ー
マ
の
一
環
と
し
て

十
五
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て

開
発
し
て
き
た
独
自
の
物
質
で

す
。
既
に
基
礎
研
究
は
完
了
し

つ
つ
あ
り
、
実
用
化
段
階
で
あ

る
前
臨
床
試
験
、
そ
し
て
最
終

的
に
人
へ
の
臨
床
試
験
を
行
う

段
階
に
入
り
ま
す
。
既
に
全
国

の
数
大
学
の
医
学
部
病
院
、
癌

研
な
ど
と
の
開
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
出
来
、
Ｓ
Ｑ
Ａ
Ｇ
開
発
の

基
盤
会
社
と
し
て
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

を
設
立
、
同
時
に
本
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
、
米
国

Ｆ
Ｄ
Ａ
（
食
品
医
薬
局
）
へ
の

申
請
の
た
め
の
前
臨
床
試
験
を

三
年
以
内
に
完
了
、
そ
し
て
米

国
で
臨
床
試
験
に
入
る
予
定
で

す
（
開
発
計
画
図
）。
臨
床
試

験
は
二
年
程
度
で
完
了
、
最
短

で
五
、六
年
後
に
は
一
般
病
院

で
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
＝
開
発
計
画
は
別

表
参
照
。

＊
㈱
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　

▽
所
在
地
：
東
京
都
新
宿
区

四
ツ
谷
３
丁
目
12
番
地
▽
代
表

取
締
役
社
長
：
石
井
文
雄
▽
取

締
役
：
坂
口
謙
吾
（
理
工
学
部

応
用
生
物
科
学
科
教
授
）

　

㈱
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
末
期
癌

治
療
薬
Ｓ
Ｑ
Ａ
Ｇ
の
実
用
化
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。（
Ｓ
Ｑ

Ａ
Ｇ
の
機
能
は
『
理
大
科
学
フ

ォ
ー
ラ
ム
』
誌
二
〇
〇
七
年
六

月
号
を
ご
参
照
下
さ
い
）
こ
の

物
質
は
、
既
存
の
猛
毒
制
癌
剤

と
は
異
な
り
、
癌
患
者
の
癌
組

織
だ
け
に
集
ま
り
濃
縮
さ
れ
、

放
射
線
の
治
療
効
果
を
劇
的
に

高
め
る
物
質
で
す
（
癌
治
療
用

放
射
線
増
感
剤
）。
照
射
線
量

は
劇
的
に
減
り
危
険
水
域
か
ら

外
れ
ま
す
。
ま
た
薬
そ
の
も
の

の
副
作
用
は
風
邪
薬
並
み
で
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
範
疇
の
制
癌
剤
は
国
際
的

　

平
成
二
十
一
年
度
東
京
理
科

大
学
大
学
院
入
学
試
験
日
程
が

決
定
し
ま
し
た
。
当
年
度
か
ら

新
体
制
と
な
り
ま
す
＝
１
面
参

照
。
本
学
修
士
課
程
の
入
学
試

験
方
式
と
し
て
は
、一
般
選
抜
、

社
会
人
特
別
選
抜
、
他
大
学
等

か
ら
の
推
薦
入
学
、
外
国
人
留

学
生
試
験
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

博
士
後
期
課
程
の
入
学
試
験
方

式
と
し
て
は
、
一
般
選
抜
、
社

会
人
特
別
選
抜
、
外
国
人
留
学

生
試
験
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

専
門
職
大
学
院
は
、
一
般
選
抜

の
み
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
担
当

事
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
き
、
資
料
を
お
取
り
寄
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

＊
理
学
研
究
科
：
理
学
事
務
課

☎
03・５
２
２
８・８
１
２
０

＊
総
合
化
学
研
究
科
：
理
学
事

務
課
化
学
系
事
務
セ
ン
タ
ー
室

☎
03・５
２
２
８・８
２
４
６

＊
科
学
教
育
研
究
科
：
学
務
部

学
務
課

☎
03・５
２
２
８・８
７
１
７

＊
工
学
研
究
科
：
工
学
事
務
課

☎
03・５
２
２
８・８
１
２
４

＊
薬
学
研
究
科
：
薬
学
事
務
課

☎
04・７
１
２
２・９
１
０
３

＊
理
工
学
研
究
科
：
理
工
学
事

務
課

☎
04・７
１
２
２・９
１
４
２

＊
基
礎
工
学
研
究
科
：
基
礎
工

学
事
務
課

☎
04・７
１
２
２・９
１
４
３

＊
生
命
科
学
研
究
科
：
研
究
事

務
課

☎
04・７
１
２
１・４
０
３
３

＊
経
営
学
研
究
科
：
久
喜
事
務

部
学
務
係

☎
０
４
８
０・２
１・７
６
０
０

＊
専
門
職
大
学
院
：
専
門
職
大

学
院
事
務
室

　

・
技
術
経
営
専
攻

☎
03・５
２
２
６・３
６
０
０

　

・
知
的
財
産
戦
略
専
攻

☎
03・５
２
２
７・６
２
６
０
　

七
月
に
入
る
と
前
期
試
験
を

目
の
前
に
し
て
、
試
験
の
こ
と

で
頭
が
一
杯
と

い
う
人
が
多
い

と
思
い
ま
す
。

今
年
は
気
温
の

変
化
が
大
き
い
せ
い
か
、
風
邪

を
引
い
て
い
る
学
生
さ
ん
が
多

い
よ
う
で
す
。
体
調
管
理
も
情

報
収
集
と
並
ん
で
大
切
な
試
験

の
準
備
で
す
。

　

試
験
が
終
わ
る
と
待
望
の
夏

休
み
で
す
。
四
月
か
ら
慣
れ
な

い
環
境
で
が
ん
ば
っ
て
き
た
新

入
生
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。
帰
省
、サ
ー
ク
ル
活
動
、

旅
行
、
ア
ル
バ
イ
ト
…
…
あ
な

た
は
ど
ん
な
計
画
を
立
て
て
い

ま
す
か
。

　

せ
っ
か
く
の
長
い
休
暇
を
有

意
義
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
話
題
は
、
夏

休
み
が
終
わ
り
後
期
が
始
ま
る

時
の
こ
と
で
す
。
気
が
早
い
と

思
い
ま
す
か
。
し
か
し
、
後
期

開
始
後
十
月
十
一
月
は
、
実
は

四
月
〜
五
月
を
ピ
ー
ク
に
い
っ

た
ん
徐
々
に
減
少
し
て
い
た
相

談
室
の
来
談
者
数
が
再
び
上
昇

に
転
ず
る
時
期
な
の
で
す
。

　

不
登
校
に
な
る
学
生
さ
ん

が
、
五
月
と
並
ん
で
大
学
に
通

え
な
く
な
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
大
学
に
行
こ
う
と
思
う
と

気
持
ち
が
重
い
・
興
味
が
わ
か

ず
や
る
気
が
し
な
い
・
頑
張
ろ

う
と
思
う
が
気
持
ち
が
空
回
り

す
る
・
気
分
が
暗
い
・
ボ
ー
ッ

と
し
て
い
る
・
何
を
し
て
も
無

意
味
な
気
が
す
る
な
ど
理
由
は

様
々
で
す
が
、
前
期
の
緊
張
感

が
長
期
休
暇
の
あ
と
途
切
れ
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

新
入
生
だ
け
に
は
限
り
ま
せ

ん
。
後
期
の
始
ま
る
前
後
に
こ

の
よ
う
な
気
分

に
な
っ
た
ら
、

早
目
に
相
談
室

に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
一
人
で
ガ
ン
バ
っ
て

み
て
も
、
な
ぜ
か
な
か
な
か
こ

の
よ
う
な
状
態
か
ら
は
抜
け
出

せ
ま
せ
ん
。
引
っ
張
り
出
し
て

く
れ
る
「
手
」
と
し
て
「
学
生

よ
ろ
ず
相
談
室
」
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

（
学
生
よ
ろ
ず
相
談
室
）

本
年
四
月
、
新
た
に
三
社
の
本
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
が
発
足
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
新
規
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。一
回
目
は
理
工
学

部
応
用
生
物
科
学
科・坂
口
謙
吾
教
授
の
創
薬
の
学
内
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
株
式
会
社「
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」で
す
。
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創薬ベンチャー起業
（株）CANGO

前段階安全性実験

安全性・動態・代謝試験
（Non-GLP，GLP試験）

（完了）

大量合成
GMP製剤の製造可能

段階（既）
米国FDA申請

前臨床・（治験）受託
Contact research organization

＝CRO
（交渉済）

米国FDAインタビュー
前臨床・（治験）試験への

指針とアドバイスとコンサルティング

東京理科大・
東京医科歯科大・
札幌医大・
癌研・化学療法センター
など、
他に数大学（予定）

NEDO、JST
など

1　米国での臨床治験
実施

2　探索治験テスト
 開発臨床試験

実験依頼

薬効・
薬理データ

ファンド及び
育成投資

新たに　 本学発   　企業ベ　ン
チャー３

（株）CANGO①

画期的な癌新薬の開発 目指す

10

専攻 募集
人数 願書受付

選考日 合格発表
（内定）※１

入学手続
筆記試験 面接

理
学
研
究
科

数学 15

７月1日（火）
〜

〃 11日（金）

８月１日（金） ８月５日（火）

８月25日（月）

平成21年
３月13日（金）

〜
〃 19日（木）

数理情報科学※３ 15

物理学 30 ８月１日（金） ８月１日（金）

応用物理学※３ 40 ８月１日（金）※４

研
究
科

総
合
化
学

総合化学※３ 130 ８月４日（月） ８月６日（水）

研
究
科

科
学
教
育

科学
教育
※3

卒見者

現職教員
40

８月５日（火）※５

９月26日（金）
〜

10月３日（金）
10月12日（日） 10月17日（金）

研
究
科

薬　

学
薬学 50

７月16日（水）
〜

〃 25日（金）
８月21日（木） ８月22日（金） ９月５日（金）

工
学
研
究
科

建築学 40
７月１日（火）

〜
〃 10日（木）

８月５日（火） ８月６日（水） ８月27日（水）
電気工学 60

経営工学 30

機械工学 40

理
工
学
研
究
科

数学 10

７月１日（火）
〜

〃 10日（木）
８月４日（月） ８月５日（火） ８月８日（金）

物理学 30

情報科学 40

応用生物科学 60

建築学 60

工業化学 80

電気工学 60

経営工学 30

機械工学 50

土木工学 30 ８月３日（日） ８月３日（日）

基
礎
工
学
研
究
科

電子応用工学 50
７月１日（火）

〜
〃 11日（金）

８月４日（月）
〜

〃 ５日（火）
※２

８月４日（月）
〜

８月５日（火）
※２

８月22日（金）材料工学 40

生物工学 50

経
営
学
研
究
科

経営学 20
８月21日（木）

〜
９月５日（金）

９月17日（水） ９月17日（水） 10月３日（金）

経営学
（後期日程） 若干

平成21年
１月９日（金）

〜
〃 16日（金）

平成21年
２月５日（木）

平成21年
２月５日（木）

平成21年
２月20日（金）

研 

究 

科

生
命
科
学

生命科学 15
７月４日（金）

〜
〃 14日（月）

７月26日（土） ７月26日（土） ８月１日（金）

生命科学
（後期日程） 若干

平成21年
１月９日（金）

〜
１月16日（金）

平成21年
２月６日（金）

平成21年
２月６日（金）

平成21年
２月16日（月）

※１：正式な合格者の発表は平成21年３月12日（木）／※２：詳細は各専攻より指示
※３：平成21年４月より設置／※４：口頭試問及び面接を行う／※５：面接及び口頭試問を行う

専攻 募集
人数 願書受付 選考日 合格発表 入学手続

研
究
科

理　

学

数学 3

平成21年
１月16日（金）

〜
２月13日（金）

平成21年
３月３日（火）

平成21年
３月12日（木）

平成21年
３月13日（金）

〜
〃 19日（木）

数理情報科学 3

物理学 5

応用物理学 ３
研
究
科

総
合
化
学

総合化学 10

研
究
科

薬　

学
薬学 ６ 平成21年

３月２日（月）

工
学
研
究
科

建築学 3
平成21年

１月19日（月）
〜

２月13日（金）

平成21年
２月28日（土）

電気工学 3

経営工学 3

機械工学 3

理
工
学
研
究
科

数学 3

平成21年
１月16日（金）

〜
２月13日（金）

平成21年
３月２日（月）

物理学 3

情報科学 4

応用生物科学 4

建築学 3

工業化学 3

電気工学 3

経営工学 3

機械工学 3

土木工学 3

研 

究 

科

基
礎
工
学

電子応用工学 6

材料工学 6

生物工学 6
研
究
科

生
命
科
学

生命科学 5

平成21年度 東京理科大学大学院（博士後期課程）
一 般 選 抜・ 社 会 人 特 別 選 抜 試 験 日 程

平成21年度 東京理科大学大学院（修士課程）一般選抜試験日程

専攻 募集
人数 願書受付 選考日 合格発表 入学手続

総
合
科
学
技
術
経
営
研
究
科

技術経営
（１期） 10

11月10日（月）
〜

11月25日（火）
12月７日（日） 12月11日（木）

12月12日（金）
〜

12月19日（金）

技術経営
（２期） 25

平成21年
１月７日（水）

〜
１月26日（月）

平成21年２月８日（日） 平成21年
２月12日（木）

平成21年
２月13日（金）

〜
２月20日（金）

技術経営
（３期） 15

平成21年
２月９日（月）

〜
２月23日（月）

平成21年３月８日（日） 平成21年
３月12日（木）

平成21年
３月13日（金）

〜
３月19日（木）

知的財産戦略
（１期） 30

７月14日（月）
〜

７月28日（月）
８月31日（日）又は

８月30日（土）〈予備日〉 ９月４日（木）
９月５日（金）

〜
９月12日（金）

知的財産戦略
（２期） 40

平成21年
１月19日（月）

〜
２月２日（月）

平成21年２月15日（日）又は
２月14日（土）〈予備日〉

平成21年
２月19日（木）

平成21年
２月20日（金）

〜
２月27日（金）

知的財産戦略
（３期） 10

平成21年
２月16日（月）

〜
３月２日（月）

平成21年３月15日（日）又は
３月14日（土）〈予備日〉

平成21年
３月17日（火）

平成21年
３月18日（水）

〜
３月24日（火）

平成21年度 東京理科大学専門職大学院入学試験日程

夏
休
み
迫
る

後
期
に
備
え
、い
い
日
々
を

⑯

産・学・官　
連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば

新 体 制

平
成
　
年
度　
東
京
理
科
大
学

21

大
学
院
の
入
試
日
程
決
ま
る
〔１面を参照〕

※土曜・日曜・祝日を除く ※窓口業務は昼休み12：00～13：00を除く

※8/10（日）～20（水）は全学休館

理学事務課

MOT・MIP事務室
学生課
就職課

工学事務課

学生課
就職課
管財課
保健管理センター

経理課
管財課

神
　

楽
　

坂

九
　

段

事 

務 

室

事 

務 

室

野 田
長万部
久 喜

第一部　８：30～17：00
第二部　13：00～19：00
10：00～18：30
 ８：30～19：00
 ８：30～19：00
 ８：30～17：00
（8/4㈪～8/8㈮は8：30～18：00）

第一部　 ８：30～17：00
第二部　13：00～19：00
 ８：30～19：00
 ８：30～19：00
 ８：30～17：00
 ９：30～17：00

 ９：30～17：00
 ８：30～17：00

夏休み中の事務室の取り扱い時間
̶̶８／3（日）～９／16（火）̶ ̶

保健管理センター
入試センター（入試・広報・生涯学習）
情報技術課

情報技術課
事務室
事務室
事務室

 ８：30～17：00

 ８：30～17：00
 ８：30～17：00
 ８：30～17：00
 ８：30～17：00

 ８：30～17：00
 ８：30～17：00

学務課（教職課程支援室）

’08　夏休み期間
学部・大学院等

8/2（土）まで前期定期試験

8/3（日）～9/16（火）夏休み
9/17（水）～20（土）前期予備期間
9/22（月）後期授業開始

専門職大学院
8/5（火）まで前期集中講義
8/6（水）授業振替日（4/9分MIP専攻）
8/20（水）～29（金）前期予備期間

8/7（木）～9/20（土）夏休み
9/22（月）後期授業開始
　　　　　＊詳細はHPを確認して下さい

長万部地区
8/2（土）まで前期定期試験

8/3（日）～9/15（月）夏休み
9/16（火）後期授業開始



　

こ
の
た
び
、
本
学
総
合
研
究

機
構
火
災
科
学
研
究
セ
ン
タ

ー
、
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻

お
よ
び
理
工
学
研
究
科
建
築
学

専
攻
の
「
先
導
的
火
災
安
全
工

学
の
東
ア
ジ
ア
教
育
研
究
拠

点
」（
拠
点
リ
ー
ダ
ー
・
菅
原

進
一
・
総
合
研
究
機
構
教
授
）

が
今
年
度
の
文
部
科
学
省
の

「
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
昨
年
度

終
了
し
た
本
学
の
21
世
紀
Ｃ
Ｏ

Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
先
導
的
建
築

火
災
安
全
工
学
研
究
の
推
進
拠

点
」
を
継
続
発
展
さ
せ
、
よ
り

強
固
な
世
界
最
高
水
準
の
教
育

研
究
拠
点
の
形
成
を
目
指
す
も

の
で
す
。

創
造
的
人
材
を
育
成

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
と
は
、
平
成
十
四
年

度
か
ら
文
部
科
学
省
に
お
い
て

開
始
さ
れ
た
「
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
評
価
・
検
証

を
踏
ま
え
、
そ
の
基
本
的
な
考

え
方
を
継
承
し
つ
つ
、
我
が
国

の
大
学
院
の
教
育
研
究
機
能
を

一
層
充
実
・
強
化
し
、
世
界
最

高
水
準
の
研
究
基
盤
の
下
で
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
創
造
的
な
人

材
育
成
を
図
る
た
め
、
国
際
的

に
卓
越
し
た
教
育
研
究
拠
点
の

形
成
を
重
点
的
に
支
援
し
、
も

っ
て
、
国
際
競
争
力
の
あ
る
大

学
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
事
業
で
す
。

　

五
月
十
七
日
（
土
）、
神
楽

坂
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
記
念
講

堂
で
平
成
二
十
年
度
こ
う
よ
う

会
定
期
総
会
が
行
わ
れ
、
全
国

四
十
三
支
部
か
ら
役
員
と
一
般

会
員
約
三
百
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

定
期
総
会
で
は
、
塚
本
理
事

長
、
竹
内
学
長
に
よ
る
来
賓
挨

拶
の
後
、
四
つ
の
議
案
が
審
議

さ
れ
、
事
業
報
告
・
事
業
計
画

等
な
ど
の
説
明
や
、
会
則
の
改

正
、
本
部
役
員
の
選
出
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
定
期
総
会

後
、
理
学
部
第
一
部
応
用
物
理

学
科
の
鈴
木
増
雄
教
授
に
よ
り

「
活
力
を
与
え
る
大
学
の
理
科

教
育
」
と
題
し
た
記
念
講
演
を

開
催
。
こ
ど
も
の
理
科
離
れ
が

進
む
な
か
、
科
学
立
国
と
し
て

日
本
が
あ
る
べ
き
方
向
性
を
示

す
べ
く
、
理
科
教
育
の
あ
り
方

に
つ
い
て
話
さ
れ
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
興
味
深
く
聴
講
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
う
よ
う
会
は
平
成
十
六
年

五
月
に
本
学
の
父
母
会
組
織
と

し
て
設
立
さ
れ
、「
父
母
懇
談

会
」
や
各
支
部
で
主
催
の
講
演

会
等
の
開
催
や
課
外
活
動
へ
の

助
成
、
季
刊
会
報
『
浩
洋
』
の

発
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

六
月
十
四
日
（
土
）
に
発
生

し
た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
右
記
の
災
害
に

よ
る
災
害
救
助
法
適
用
地
域
に

居
住
さ
れ
て
い
る
在
学
生
、
受

験
生
及
び
そ
の
家
計
支
持
者
を

対
象
に
、
授
業
料
等
の
減
免
措

置
を
講
じ
る
こ
と
に
し
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
支
援
対
象
】

　

①
家
計
支
持
者
が
死
亡
ま
た

は
高
度
障
害
を
負
っ
た
場
合
、

ま
た
は
家
計
支
持
者
の
事
業
に

甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
場
合

　

②
家
屋
の
倒
壊
・
焼
失
・
床

上
浸
水
に
よ
り
半
分
以
上
が
使

用
不
可
と
な
っ
た
場
合

　

③
被
害
に
よ
り
学
費
の
支
弁

が
相
当
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合

＊
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
在
学
生
に
対
す
る
支
援
】

　

被
災
し
た
在
学
生
に
は
、
被

害
の
程
度
に
よ
り
学
費
等
の
全

額
ま
た
は
一
部
を
免
除
し
ま

す
。そ
の
他
、奨
学
金
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は

各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
課
（
学

務
係
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
受
験
生
に
対
す
る
支
援
】

　

被
災
し
た
受
験
生
に
は
、
入

学
検
定
料
を
免
除
し
、
被
害
の

程
度
に
よ
り
学
費
等
の
全
額
ま

た
は
一
部
を
免
除
し
ま
す
。
詳

細
は
入
試
セ
ン
タ
ー
（
電
話

０
３・
５
２
２
８・
８
０
９
２
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
支
援
を
受
け
る
に
は
「
罹
災

証
明
書
」
等
が
必
要
で
す
。

●
支
部
と
関
連
団
体

　

理
窓
会
の
重
要
な
目
的
の
一

つ
が
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
文
面
に

は
表
現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
親

睦
と
同
時
に
会
員
の
切
磋
琢
磨

に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
も
念

頭
に
置
い
て
い
ま
す
。
理
窓
会

本
部
と
し
て
、
上
記
の
目
的
の

た
め
に
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
、
新
年
茶
話
会
、
ゴ
ル
フ
大

会
な
ど
会
員
が
自
由
に
参
加
で

が
、
そ
れ
ら
活
動
は
各
都
道
府

県
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
支

部
と
同
窓
が
グ
ル
ー
プ
と
し
て

理
窓
会
に
登
録
し
た
団
体
で
あ

る
関
連
団
体
と
の
協
力
の
も
と

で
進
め
て
い
ま
す
。

　

卒
業
し
た
皆
様
が
最
初
に
同

窓
会
活
動
を
実
感
す
る
の
は
、

各
自
の
居
住
地
が
属
す
る
都
道

府
県
支
部
か
ら
の
支
部
総
会
開

催
通
知
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
支
部
で
は
年
一
回
活
動

報
告
、
予
算
決
算
、
役
員
改
選

な
ど
を
審
議
す
る
総
会
を
開
催

し
、
ま
た
参
加
者
勧
誘
の
た
め

に
講
演
会
な
ど
の
催
し
物
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
全
員

が
会
員
な
の
で
、
誰
で
も
参
加

資
格
が
あ
り
遠
慮
無
く
参
加
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

各
支
部
の
他
に
各
種
同
窓
の

グ
ル
ー
プ
、
例
え
ば
企
業
人

企
業
内
同
窓
の
グ
ル
ー
プ
、
弁

理
士
や
博
士
な
ど
の
資
格
取
得

者
の
グ
ル
ー
プ
、
ク
ラ
ブ
・
研

究
室
の
Ｏ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
な
ど
様

々
あ
り
、
理
窓
会
に
登
録
さ
れ

た
場
合
関
連
団
体
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
は

独
自
の
会
則
、
運
営
方
法
で
活

動
を
進
め
て
お
り
、
卒
業
生
は

自
分
が
関
連
す
る
関
連
団
体
に

入
り
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
支
部
と
関
連
団
体
の
両
方

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
会
員
も
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

＊�

理
窓
会
：
本
学
卒
業
生
が
自

動
的
に
加
入
す
る
同
窓
会
。

＊
理
窓
会
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
：

http://risoukai.rikadai.jp/

　

五
月
二
十
九
日
（
木
）
に
全

国
高
等
学
校
長
協
会
主
催
の
総

会
・
研
究
協
議
会
が
東
京
都
杉

並
区
で
開
催
さ
れ
る
の
に
合
わ

せ
、
神
楽
坂
校
舎
隣
接
の
ア
グ

ネ
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
同
窓

高
等
学
校
長
懇
談
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
全
国
の
同
窓
高
等

学
校
長
八
十
人
の
う
ち
八
人
が

出
席
。
本
学
か
ら
は
塚
本
理
事

長
、
竹
内
学
長
を
は
じ
め
教
育

実
習
担
当
教
員
な
ど
も
同
席
し

ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
塚
本
理
事

長
か
ら
今
年
度
入
試
で
は
志
願

者
数
及
び
入
学
者
数
が
増
加

し
、
一
重
に
同
窓
高
等
学
校
教

員
の
支
援
の
賜
物
で
あ
る
旨
の

謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
竹
内
学

長
か
ら
は
、
昭
和
五
十
五
年
頃

か
ら
教
員
採
用
者
が
急
速
に
減

少
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
回
復

傾
向
に
あ
る
こ
と
、
本
年
四
月

に
は
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
優
れ

た
学
生
を
教
員
と
し
て
輩
出
し

て
ゆ
き
た
い
こ
と
、
さ
ら
に
来

年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
教
員
免

許
更
新
制
に
対
す
る
本
学
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
同
窓
高
等
学
校
長

を
代
表
し
、
神
奈
川
県
私
立
森

村
学
園
中
等
部
・
高
等
部
の
高

橋
敬
三
校
長
か
ら
、
森
村
学
園

は
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
や
ノ
リ
タ
ケ
な

ど
日
本
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
産
業
の

創
始
者
で
有
名
な
森
村
市
左
衛

門
翁
が
創
設
し
た
学
校
で
あ
る

こ
と
、
六
年
間
の
中
高
一
貫
教

育
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
東
京

理
科
大
学
に
は
同
窓
高
等
学
校

長
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
大

変
心
強
い
こ

と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
和

や
か
な
雰
囲
気

の
な
か
懇
親
会

が
行
わ
れ
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　

本
学
理
窓
会
の
関
連
組
織
で

あ
る
理
窓
博
士
会
は
、
新
た
に

博
士
の
学
位
を
取
得
さ
れ
た
同

窓
生
と
本
学
教
員
を
招
き
、
毎

年
、
記
念
講
演
会
・
祝
賀
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆

さ
ん
は
じ
め
、
ど
な
た
で
も
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
：
７
月
19
日
（
土
）
11

時
30
分
〜
19
時

◇
会
場
：
神
楽
坂
校
舎
１
号
館

17
階
記
念
講
堂
・
大
会
議
室

◇
特
別
講
演

「
家
庭
に
ま
で
伸
び
る
光
フ
ァ

イ
バ
」
真
田
和
夫
氏
（
㈱
フ
ジ

ク
ラ
）

◇
対
象
：
学
生
及
び
一
般
（
直

接
受
付
に
お
出
で
下
さ
い
。）

◇
参
加
費
：
一
万
円
。
た
だ
し

講
演
会
の
み
の
参
加
は
無
料
。

◇
問
い
合
わ
せ
：
東
京
理
科
大

学
工
学
部
電
気
工
学
科
気
付
理

窓
Ｄ
Ｒ
会

☎
０
３・３
２
６
０・４
２
７
１

実
行
委
員
長　

半
谷
精
一
郎

hangai@
ee.kagu.tus.ac.jp

【
同
窓
生
】	

◇
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

森
野　

義
男
様

（
累
計
金
九
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

金
子　

榮
三
様

（
累
計
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
田　

義
幸
様

（
累
計
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

松
尾　

剛
史
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

小
沼　

正
彦
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

作
野　

悠
介
様

島
崎　

益
男
様

（
累
計
金
三
、三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

清
水　
　

男
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

福
井　
澄
雄
様　
山
口　
俊
明
様

山
本　
　

隆
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
九
〇
、〇
〇
〇
円

関　
　

輝
男
様

（
累
計
金
三
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
七
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

生
方　
　
悟
様

小
川　
裕
幸
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

上
岡　
宏
彰
様　
小
林　
大
悟
様

清
水　
玲
子
様　
鈴
木　
宏
毅
様

谷　
慎
太
郎
様　
手
塚　
美
彦
様

徳
永　
　
誠
様　
戸
塚　
正
寿
様

服
部　
和
幸
様

三
沢　
隆
夫
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

溝
井　

愽
一
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
根　
浩
敬
様　
和
井
内
哲
夫
様

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

谷
畑　
　

充
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

望
月　

秀
雄
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
本　
修
二
様　
匿
名　
　
一
名

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

粕
谷　

知
秀
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

戸
上　

惠
央
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

浜
口　

智
德
様

（
累
計
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

林
田　
　

實
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

相
澤　

興
二
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

犬
飼　
　

透
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

黒
市　

義
彦
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

河
野　

秀
昭
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

財
前　

宜
隆
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

佐
藤　
　

仁
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

佐
藤　

至
紀
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

島
田　

圭
子
様

関　
　

邦
彦
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中　

如
之
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中　

正
志
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

中
里　

文
雄
様

三
浦　

秀
夫
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

森
川　

和
哉
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

守
屋　
　

茂
様

（
累
計
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
田　

篤
司
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

吉
住　

行
夫
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

三
名

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

室
井　
　

淳
様

◇
金
三
、〇
〇
〇
円

村
上　

心
一
様

（
累
計
金
九
、〇
〇
〇
円
）

【
父
母
・
保
証
人
】

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

正
田　
四
郎
様　
松
﨑　
　
龍
様

【
元
教
職
員
】

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名

【
教
職
員
】

◇
金
七
一
〇
、〇
〇
〇
円

山
田　

俊
彦
様

（
累
計
金
五
、三
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円

長
谷
川
佑
子
様

（
累
計
金
三
、二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

藤
野　

仁
三
様

（
累
計
金
一
、一
二
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

稲
垣　
詠
一
様　
鈴
木
榮
一
郎
様

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

青
木　

宏
樹
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
川　

和
宏
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

浜
畑　

芳
紀
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
五
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名

◇
金
三
三
、〇
〇
〇
円

安
藤　

正
海
様

（
累
計
金
三
六
四
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

井
手
本　

康
様

（
累
計
金
二
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

鎌
倉　

高
志
様

（
累
計
金
二
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

菅
井　
　

繁
様

（
累
計
金
四
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
口　

速
男
様

（
累
計
金
二
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

竹
村　

哲
雄
様

（
累
計
金
四
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
本　

岩
男
様

（
累
計
金
五
一
三
、〇
〇
〇
円
）

本
山　

好
幸
様

（
累
計
金
四
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

矢
島　

博
文
様

（
累
計
金
四
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

四
名

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

柳
田　

昌
宏
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
五
、〇
〇
〇
円

赤
上　
　

好
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

石
渡
恵
美
子
様

（
累
計
金
二
四
五
、〇
〇
〇
円
）

大
島　

博
行
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

茅
壁　

猛
幸
様

（
累
計
金
二
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

鶴
島　

克
明
様

（
累
計
金
六
五
、〇
〇
〇
円
）

中
村　

一
夫
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

二
名

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

岩
崎　
　

等
様

（
累
計
金
三
九
五
、〇
〇
〇
円
）

加
納　
　

誠
様

（
累
計
金
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
九
、〇
〇
〇
円

白
石　

幸
英
様

（
累
計
金
三
八
七
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
、〇
〇
〇
円

赤
澤　

豊
信
様

（
累
計
金
一
八
一
、〇
〇
〇
円
）

伊
藤　

享
子
様

（
累
計
金
八
八
、〇
〇
〇
円
）

関
根　
　

広
様

（
累
計
金
三
六
、〇
〇
〇
円
）

髙
橋　

正
一
様

（
累
計
金
一
八
一
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
三
、〇
〇
〇
円

天
沼　

秀
夫
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

【
法
人
】

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

フ
タ
ム
ラ
化
学
株
式
会
社
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　

一
社

◇
金
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

斎
久
工
業
株
式
会
社
様

（
累
計
金
一
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

三
栄
建
設
株
式
会
社
様

（
累
計
金
六
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
株

式
会
社
様

（
累
計
金
一
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

栄
研
化
学
株
式
会
社
様

（
累
計
金
二
、〇
三
四
、〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
佐
藤
秀
様

（
累
計
金
四
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
チ
ヨ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

多
田
薬
品
工
業
株
式
会
社
様

【
団
体
】

◇
金
一
三
七
、〇
〇
〇
円

小
江
戸
の
会
様

（
累
計
金
四
八
二
、〇
〇
〇
円
）

　

栗
原　

照
夫
様　

石
井　

忠
浩
様

　

上
野　

美
房
様　

海
津　
　

洋
様

　

栗
原　
　

實
様　

小
山　
　

誠
様

　

諏
訪
部
喜
義
様　

関　
　

邦
彦
様

　

土
田　

晃
幹
様　

平
松　

健
造
様

　

松
井　

辰
男
様　

松
田　

雄
次
様

　

山
下　

一
朗
様　

山
下　
　

正
様

　

山
田　

義
幸
様　

脇　
　

國
男
様

◇
金
三
三
、九
七
六
円

昭
和
22
年
卒
業
生
同
期
会
様

【
こ
う
よ
う
会
】

◇
金
九
三
〇
、〇
〇
〇
円

個
人　

一
五
名

○
入
金
額

［
個
人
］	

（
一
〇
四
名
）

九
、〇
八
八
、〇
〇
〇
円

［
法
人
］	

（
九
社
）

三
一
、一
五
〇
、〇
〇
〇
円

［
団
体
］	

（
二
団
体
）

一
七
〇
、九
七
六
円

［
こ
う
よ
う
会
］	

（
一
五
件
）

九
三
〇
、〇
〇
〇
円

○
寄
付
総
額
（
二
〇
〇
三
年
十
一

月
一
日
〜
二
〇
〇
八
年
四
月
三
十	

日
）

［
個
人
］	

（
四
、九
〇
七
名
）

七
九
二
、七
五
三
、三
五
〇
円

［
法
人
］	

（
三
四
三
社
）

八
一
八
、五
六
〇
、〇
〇
〇
円

［
団
体
］	

（
二
一
五
団
体
）

三
二
、九
五
三
、一
五
八
円

［
こ
う
よ
う
会
］	（
一
、六
三
九
件
）

一
一
七
、七
七
三
、二
九
〇
円

き
る
会
合
を
開

催
し
て
い
ま
す

会
、
教
育
会
な

ど
の
職
種
別
、
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理
窓
博
士
会
の
学
位
取
得
者
講
演
会�

文科省の「グローバルCOEプログラム」に

本学の「先導的火災安全工学の
東アジア教育研究拠点」が採択

こうよう会　　　　  総会開く平成20年度

理

窓

会
だ
よ
り各

種
グ
ル
ー
プ
に
ご
参
加
を

同
窓
高
等
学
校
長
懇
談
会
開
く

経
済
的
な
支
援
を
し
ま
す

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
被
災
学
生
・
受
験
生

「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
、
ご
寄
付
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す

今

回
は
、
二
〇
〇
八
年
二
月
一
日
〜
二
〇
〇
八
年
四
月
三
十
日
ま
で

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業　
寄
付
者
芳
名

に
お
振
込
み
い
た
だ
い
た
分
で
す


ご
芳
名
は
区
分
別
・
金
額
別
・
五
十
音
順
で
す
が

区
分
で
重

複
す
る
方
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た


挨拶する高橋敬三校長

全国から300人が参加したこうよう会総会

東
京
理
科
大
学
周
年
募
金
事
務
室
☎
〇
三
・
五
二
二	

八
・
八
七
二
三
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
・
三
二
六
〇
・
四
三
六
三 

＊e-m
ail

：125shunen@
adm
in.tus.ac.jp

＊U
RL:http://w

w
w
.tus.ac.jp/125/

問い合わせ先



　

山
口
東
京
理
科
大
学
は
、
産

業
界
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
人

材
育
成
の
た
め
に
、
教
育
改
革

を
行
い
、
平
成
二
十
一
年
度
か

ら
新
し
く
「
工
学
部
」
を
設

置
。
学
科
構
成
を
こ
れ
ま
で
の

二
学
科
か
ら
「
機
械
工
学
科
」

「
電
気
工
学
科
」「
応
用
化
学

科
」
の
三
学
科
の
大
学
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。

県
内
の
高
等
学
校
や
企
業
を

対
象
に
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
特
に
、
機
械
工
学
・
電
気

工
学
・
応
用
化
学
の
三
分
野
へ

の
期
待
が
高
く
、
実
学
志
向
で

あ
る
こ
と
が
判
明
。
学
内
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
議
論
を
重
ね

た
結
果
、
地
域
社
会
の
要
請
に

応
え
る
人
材
を
養
成
、
活
性
化

に
寄
与
す
る
〝
社
会
貢
献
型
大

学
〟
を
目
指
し
再
編
に
着
手
し

ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
既
設
の
基
礎

工
学
部
を
「
工
学
部
」
に
変

え
、
電
子
・
情
報
工
学
科
を

「
機
械
工
学
科
」
と
「
電
気
工

学
科
」
に
分
け
、
物
質
・
環
境

工
学
科
を
「
応
用
化
学
科
」
に

名
称
変
更
し
ま
す
＝
組
織
図
参

照
。
近
く
文
部
科
学
省
へ
届
出

予
定
で
、
来
年
四
月
か
ら
新
学

部
の
学
生
を
迎
え
ま
す
。

■
工
学
部

　
「
工
学
」
と
「
理
学
」
の
融

合
を
目
指
し
た
独
創
的
か
つ
先

進
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、
専

門
知
識
及
び
実
験
技
術
、
環
境

を
意
識
し
て
問
題
を
解
決
で
き

る
能
力
、
自
己
表
現
力
や
情
報

解
析
能
力
を
高
め
、
人
間
性
豊

か
な
技
術
者
を
育
成
し
ま
す
。

■
機
械
工
学
科

　

自
然
科
学
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

技
術
を
基
礎
と
し
て
機
械
力

学
、
材
料
力
学
、
流
体
力
学
、

熱
力
学
、
制
御
工
学
を
専
門
と

し
た
教
育
・
研
究
を
行
い
、
豊

か
な
表
現
力
、
高
度
な
技
術

力
・
技
術
者
倫
理
を
身
に
付

け
、
機
械
制
御
シ
ス
テ
ム
を
開

発
で
き
る
応
用
力
・
創
造
力
を

有
す
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

■
電
気
工
学
科

　

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
情
報
通
信
に
係
る
教

育
・
研
究
と
専
門
技
術
者
・
研

究
者
の
育
成
と
電
気
工
学
、
電

子
工
学
、
情
報
科
学
を
専
門
知

識
、
シ
ス
テ
ム
化
し
た
思
考
と

応
用
・
実
践
力
を
身
に
付
け
、

社
会
の
要
求
を
解
決
す
る
た
め

の
デ
ザ
イ
ン
能
力
を
有
す
る
人

材
を
育
成
し
ま
す
。

■
応
用
化
学
科

　

化
学
を
基
軸
と
し
て
物
理
学

や
生
物
学
の
関
連
分
野
及
び
物

質
・
材
料
・
環
境
・
生
命
の
分

野
に
関
連
す
る
総
合
的
知
識
、

問
題
発
見
・
解
決
力
と
表
現

力
、
技
術
者
倫
理
を
備
え
た
科

学
技
術
者
を
育
成
し
ま
す
。

　

二
〇
〇
九
年
版
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
（
朝
日
新
聞
社
）
で
、
本

学
の
教
員
一
人
あ
た
り
の
外
部

資
金
獲
得
額
が
全
国
私
立
大
学

で
第
三
位
（
西
日
本
地
区
で
は

ト
ッ
プ
）、
国
公
立
を
含
め
た

全
国
の
大
学
で
も
第
十
六
位
に

ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
＝
別
表

参
照
。

　

本
学
は
地
域
に
貢

献
す
る
大
学
と
し

て
、
産
学
官
連
携
を

積
極
的
に
推
進
し
高

い
評
価
を
得
て
お

り
、
研
究
助
成
金
、

共
同
研
究
費
、
受
託

研
究
費
等
の
外
部
資

金
は
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
大
学
の
研
究
成
果
を

社
会
に
還
元
す
る
気
運
は
年
々

高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
外
部

資
金
は
大
学
の
地
域
貢
献
度
や

研
究
力
を
測
る
指
標
と
し
て
、

重
要
な
目
安
に
な
っ
て
い
ま
す
。

五
月
三
十
一
日
（
土
）、
本

学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催
で

「
市
民
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
入

門
教
室
（
基
本
編
）」
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
は
二
回
シ
リ
ー
ズ
で
、

パ
ソ
コ
ン
未
経
験
者
を
対
象

に
、
日
本
語
入
力
の
仕
方
、
電

子
メ
ー
ル
の
送
信
や
受
信
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
楽
し
み
方
等

を
学
ぶ
講
座
で
、
市
内
外
か
ら

七
十
人
の
方
が
受
講
。
講
師

は
、
本
学
教
員
三
人
が
務
め
、

学
生
六
人
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し

た
。
受
講
者
た
ち
は
初
め
て
触

れ
る
パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー
ド

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
熱
心
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

第
二
回
目
は
、
六
月
七
日

（
土
）
に
開
催
し
、
電
子
メ
ー

ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い

方
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
地
元
新
聞
社
（
宇

部
日
報
社
）
か
ら
本
学
研
究
室

に
つ
い
て
取
材
が
あ
り
、
そ
の

活
動
を
紹
介
す
る
連
載
記
事

「
山
口
東
京
理
科
大
の
挑
戦
〜

未
来
の
科
学
は
こ
の
研
究
室
か

ら
〜
」
が
六
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。（
毎
週
土
曜
日
掲
載
）

紙
面
で
は
、
各
研
究
室
の
研

究
内
容
や
活
動
の
様
子
が
分
か

り
や
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
記
事
を
紹

介
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
十
五
年
度
に
始
ま
っ
た

上
川
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

目
的
は
、
八
ヶ
岳
山
麓
か
ら
諏

訪
湖
に
注
ぐ
上
川
の
清
流
を
守

ろ
う
と
、
企
業
や
各
団
体
で
分

担
し
、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
し
て

川
に
親
し
み
を
持
つ
こ
と
で

す
。
本
学
も
毎
年
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
四
月
十
三
日
（
日
）

に
「
平
成
二
十
年
度
第
一
回
上

川
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

実
施
さ
れ
、
一
年
生
を
含
め
た

学
生
・
教
職
員
三
十
八
人
が
参

加
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

こ
れ
は
、
本
学
が
一
昨
年
行

っ
た
「
環
境
宣
言
」
を
受
け
、

四
月
の
修
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
で

参
加
を
呼
び
か
け
て
実
っ
た
も

の
。
当
日
は
現
地
ま
で
の
約
一

キ
ロ
の
道
路
脇
の
ゴ
ミ
を
拾
い

な
が
ら
行
き
、
川
岸
で
は
川
上

と
川
下
に
分
か
れ
、
約
一
時
間

か
け
て
可
燃
ゴ
ミ
五
十
キ
ロ
グ

ラ
ム
、
不
燃
ゴ
ミ
四
十
キ
ロ
グ

ラ
ム
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
の

ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
環
境
マ
イ
ン
ド
を
高

め
、
大
学
を
挙
げ
て
、
現
在
政

府
の
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本

部
で
推
進
し
て
い
る
地
球
温
暖

化
防
止
国
民
運
動
「
チ
ー
ム
・

マ
イ
ナ
ス
６
％
」
活
動
に
積
極

的
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
坊
っ
ち
ゃ
ん

杯
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
ク
ラ
ブ
部

長
会
主
催
）は
五
月
十
七
日

（
土
）、本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場

に
五
種
目
を
実
施
し
ま
し
た
。

学
生
、教
職
員
で
作
る
四
十
四

チ
ー
ム
百
九
十
七
人
の
学
生
、

教
職
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
参
加
者
間
の
交
流
を
深

め
る
な
ど
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
恒
例
行
事
。
競
技
は
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
＝
写
真
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
テ
ニ
ス
の
五
種
目
で
、

各
学
生
団
体
が
審
判
や
試
合
を

運
営
。
そ
れ
ぞ
れ
の
優
勝
チ
ー

ム
に
は
東
京
理
科
大
学
創
立

百
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て
作

成
し
た
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
杯
」
が

贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
晴
天
、
絶
好
の
ス
ポ

ー
ツ
日
和
と
な
り
、
参
加
者
は

互
い
に
声
を
掛
け
合
っ
て
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
。
フ
ァ
イ
ン

プ
レ
ー
に
は
外
野
か
ら
歓
声
が

上
が
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
一

日
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

六
月
一
日
（
日
）、
日
本
の

宇
宙
実
験
棟
船
内
実
験
室
「
き

ぼ
う
」
を
乗
せ
た
ス
ペ
ー
ス
シ

ャ
ト
ル
「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

号
」
が
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
ケ
ネ
デ
ィ

宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ

ら
れ
、
三
日
に
は
、
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ド
ッ
キ
ン
グ

し
、
こ
の
実
験
室
が
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
取
り
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
実
験
室
で
は
、
本

学
シ
ス
テ
ム
工
学
部
機
械
シ
ス

テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
の
河
村

洋
教
授
＝
写
真
＝
が
提
案
し
た

物
体
物
理
実
験
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

今
回
「
き
ぼ
う
」
で
実
施
さ

れ
る
実
験
は
全
部
で
七
テ
ー

マ
。
一
九
九
三
年
に
テ
ー
マ
選

定
を
受
け
て
以
来
、
河
村
教
授

（
当
時
、
東
京
理
科
大
学
理
工

学
部
機
械
工
学
科
）
と
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
「
地
上
で
で

き
る
、
可
能
な
限
り
の
準
備
」

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
後
、

宇
宙
で
の
準
備
期
間
を
経
て
、

八
月
か
ら
実
際
の
実
験
を
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

同
チ
ー
ム
に
は
、
東
京
理
科
大

学
理
工
学
部
機
械
工
学
科
の
上

野
一
郎
講
師
も
参
加
し
て
お

り
、
協
力
し
て
宇
宙
実
験
を
行

い
ま
す
。

　

実
験
は
、
無
重
力
下
で
顕
在

化
す
る
表
面
張
力
対
流
（
マ
ラ

ン
ゴ
ニ
対
流
）
に
関
す
る
も
の

で
、
得
ら
れ
る
結
果
は
高
品
質

材
料
の
製
造
や
マ
イ
ク
ロ
流
体

技
術
の
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。

　
「
き
ぼ
う
」
は
そ
の
名
前
の

と
お
り
、
日
本
国
民
や
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
夢
や
希

望
を
与
え
る
役
目
を
担
っ
て
い

ま
す
。
河
村
教
授
は
「
有
人
宇

宙
技
術
に
日
本
が
参
画
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
重
要
。
こ
の

実
験
を
通
し
て
自
分
の
よ
う
な

一
般
の
研
究
者
で
も
、
努
力
を

積
み
重
ね
れ
ば
宇
宙
実
験
が
で

き
る
こ
と
を
子
供
達
に
伝
え
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
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置

来
年
度
か
ら

実
学
志
向
に
改
編
へ

坊
っ
ち
ゃ
ん
杯
ス
ポ
ー
ツ
大
会
歓
声
！

宇
宙
　

   「
き
ぼ
う
」で
流
体
実
験

ス
テ
ー

シ
ョ
ン河

村
洋
教
授
の
提
案
が
実
現
へ

諏訪東京理科大学2008
オープンキャンパス・スペシャル

オープンキャンパス

●大学概要説明 ●研究室公開 ●キャンパスツアー
●なんでも相談 ●学食体験（無料）

☆長野、松本、上田、飯田、甲府、茅野駅から無料送迎バス運行

☆長野、松本、上田、茅野駅から無料送迎バス運行
＊詳細はHPでご確認ください

９月20日（土）／10月25日（土）・26日（日）
12：00～16：00（入退場自由）

７月27日（日）／８月２日（土）
11：00～16：00（入退場自由）

●在学生によるシンポジウム ●模擬講義・実験・体験講座
●研究室公開 ●入試概要説明・就職概要説明 ●キャンパスツアー
●推薦入試対策・模擬面接 ●なんでも相談 ●サークル活動紹介
●学食体験（無料）●大学周辺バスツアー

山口東京理科大学
オープンキャンパス2008
［日時］８月３日（日）11：00～16：00

◇新学部・新学科説明会　◇入試説明会
◇研究室＆施設見学　◇サイエンスフェア
◇個別相談会　◇特別講演会
◇東京理科大学入試説明会　◇模擬授業　他

﹇
内
　

容
﹈
＊当日は、博多・小倉・下関・徳山・広島・新山口・
　小野田・宇部駅より無料送迎バス（要予約）を運行
＊詳細はホームページでご確認ください
　URL：http://www.yama.tus.ac.jp/

お問い合わせ先：0836-88-3500
＊ミニ・オープンキャンパス開催中！
　　［日時］７／ 12（土）11：00～16：00
　　　　　７／ 26（土）11：00～16：00

市
民
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
入
門
教
室
開
催

宇
部
日
報
紙
が「
本
学

の
挑
戦
」記
事
連
載
中

今年も上川の清流を守る活動
～ゴミ90kg回収・環境マインド高める～

本
学
、全
私
大
で
　

位
３３
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新
版
外
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資
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獲
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❷
❸
❹
❺
❻
❼
❽
❾
10
11
12
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15,181,106
10,912,277
9,603,278
9,567,201
8,811,012
8,351,884
7,483,912
7,201,389
6,813,988
6,629,444
6,337,878
6,187,285
6,064,836
6,033,156
5,691,932
5,673,440
5,534,014
5,396,360
5,283,479
4,885,152

東 京 大 学
大 阪 大 学
東 京 工 業 大 学
京 都 大 学
東 北 大 学
豊橋技術科学大学
滋 賀 医 科 大 学
東京医科歯科大学
九 州 大 学
豊 田 工 業 大 学
東 京 農 工 大 学
慶 應 義 塾 大 学
浜 松 医 科 大 学
名 古 屋 大 学
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帯 広 畜 産 大 学
長浜バイオ大学
単位：円／出典：「2009年版
大学ランキング」（朝日新聞社）

大学教員１人あたり
外部資金獲得額順位

来年度からスタートする新「工学部」



客
も
多
く
、
参
加
し
た
小
学
生
ら
は「
み
ら
い
研
究
室
」で
科
学
の

面
白
さ
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
様
々
な
体
験
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
フ
ェ
ア
で
は
、
将
来
の
科
学
技
術
を
担
う
若
者
か
ら
、
最
先

端
の
研
究
者
、
一
般
市
民
の
皆
様
に
、
本
学
の
歴
史
あ
る
研
究
の

全
体
像
を
広
く
伝
え
る
と
共
に
、
サ
イ
エ
ン
ス
の
探
究
の
面
白

さ
、
考
え
方
の
大
切
さ
、
社
会
へ
の
貢
献
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

い
ま
す
。
理
科
離
れ
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、
科
学
技
術
の
面
白
さ
を

未
来
を
担
う
子
供
達
に
恒
常
的
に
語
り
か
け
る
と
い
う
社
会
的
意

義
と
共
に
、
本
学
学
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
等
の
更
な
る
活
性
化
と
こ

れ
に
参
加
す
る
学
生
達
の
人
間
的
な
成
長
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

六
月
七
日
（
土
）、
八
日

（
日
）
に
「
東
京
理
科
大
学
創

立　

学
長
杯
・
理
事
長
杯
争
奪

　

研
究
室
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
野
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
野
田
キ
ャ

ン
パ
ス
に
あ
る
三
学
部
と
各
研

究
機
構
等
の
研
究
室
関
係
者
が

教
育
・
研
究
の
全
て
に
お
い
て

の
融
和
や
、
研
究
室
間
の
相
互

交
流
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

競
技
内
容
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
。
今
年
は
三
十
四
チ
ー

ム
が
参
加
。
女
子
ま
た
は
三
十

る
野
田
ブ
ロ
ッ
ク
に
二
十
チ
ー

ム
、
女
子
ま
た
は
三
十
歳
以
上

の
男
子
が
常
時
五
人
以
上
チ
ー

ム
に
入
る
運
河
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
六
月
七
日

に
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
、
八
日
に
決

勝
ブ
ロ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
野
田
ブ
ロ
ッ
ク

は
理
工
学
部
工
業
化
学
科
の
阿

部
正
彦
教
授
率
い
る
「
阿
部
・

酒
井
研
究
室
Ｂ
チ
ー
ム
」
が
優

勝
し
、
学
長
杯
を
手
に
し
ま
し

た
。
運
河
ブ
ロ
ッ
ク
は
理
工
学

部
応
用
生
物
科
学
科
の
恒
松
康

彦
講
師
率
い
る「
恒
松Green 

Soybeans

」
が
優
勝
、
理

事
長
杯
を
手
に
し
ま
し
た
。

歳
以
上
の
男
子

が
常
時
一
人
以

上
チ
ー
ム
に
入

本
学
の
二
〇
〇
九
年
度
Ｂ
方

式
（
一
般
）
入
学
試
験
会
場

に
、
新
た
に
広
島
会
場
が
加
わ

り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
創
立

百
二
十
七
年
の
伝
統
を
持
つ
私

立
理
工
系
総
合
大
学
を
も
っ
と

身
近
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

十
月
十
一
日
（
土
）
に
広
島
国

際
会
議
場
で
「
東
京
理
科
大
学

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
で
は
、
受
験
生
や
保
護

者
の
皆
さ
ん
、
高
校
の
先
生
方

な
ど
対
象
別
の
入
試
説
明
会

や
、
科
学
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
体
験
ブ
ー
ス
、
八
学
部

三
十
三
学
科
の
学
び
を
大
解
剖

す
る
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
設
け

ま
す
。
ま
た
、
本
学
教
員
二
氏

に
よ
る
講
演
会
で
は
、
地
球
環

境
問
題
や
人
工
心
臓
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
科
学
技
術
の
最
先
端

に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
日
時
：
　

10
月
11
日
（
土
）

10

：

30
〜
16

：

30

■
会
場
：
広
島
国
際
会
議
場
大

会
議
室
「
ダ
リ
ア
」

■
講
演
会
▽
「
地
球
環
境
問
題

を
解
決
す
る
化
学
」
工
藤
昭

彦
・
理
学
部
第
一
部
応
用
化
学

科
教
授
▽
「
人
工
心
臓
シ
ス
テ

ム
へ
の
挑
戦
」
越
地
耕
二
・
理

工
学
部
電
気
電
子
情
報
工
学
科

教
授

■
入
場
無
料
。
ど
な
た
で
も
入

場
可

■
入
学
試
験
要
項
無
料
配
布

■
問
い
合
わ
せ
：
東
京
理
科
大

学
入
試
課
フ
ェ
ア
事
務
局

☎
０
３・５
２
２
８・８
０
９
２

FAX
０
３・５
２
２
８・８
０
９
３

　

国
際
化
推
進
セ
ン
タ
ー
主
催

の
外
国
人
留
学
生
新
入
生
歓
迎

パ
ー
テ
ィ
ー
が
四
月
二
十
三
日

（
水
）、
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館

（
新
宿
区
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
留
学
生
五
十
一
人
の
ほ
か

外
国
人
研
究
者
や
本
学
教
職
員

な
ど
計
百
二
十
人
が
集
い
、
交

流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
学
は
大
学
の
国
際
化
を
目

指
し
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
学
部
生
三
十
一
人
、
大
学

院
生
十
六
人
の
計
四
十
七
人
の

外
国
人
留
学
生
が
入
学
し
、
本

学
に
在
学
す
る
留
学
生
は
学
部

生
八
十
四
人
、
大
学
院
生
三
十

三
人
の
合
計
百
十
七
人
と
な
り

ま
し
た
。
留
学
生
総
数
は
昨
年

度
よ
り
二
十
人
の
増
加
と
な

り
、
学
内
の
国
際
化
推
進
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

ら
歩
き
は
じ
め

た
学
生
た
ち

は
、
最
初
は
白

樺
の
林
の
中
を

ピ
ク
ニ
ッ
ク
気

分
で
進
み
ま
す

が
、
林
が
切
れ

視
界
が
開
け
た

四
合
目
か
ら
急

斜
面
と
な
る

と
、
普
段
慣
れ

な
い
山
道
に
足

を
滑
ら
せ
た

り
、
時
に
は
休

憩
を
と
り
な
が

ら
、
標
高
四
百

九
十
八
・
八

　

北
海
道
長
万
部
町
に
あ
る
写

万
岳
の
山
開
き
（
主
催
：
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
長
万
部
緑
と
樹
を
愛
す

る
会
）
が
五
月
十
日
（
土
）
に

行
わ
れ
、
基
礎
工
学
部
一
年
生

と
教
職
員
総
勢
四
百
二
十
人
余

り
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

長
万
部
町
で
は
鯉
の
ぼ
り
が

泳
ぎ
だ
す
頃
、
桜
の
花
も
咲
き

始
め
ま
す
。
や
っ
と
訪
れ
た
春

の
晴
天
の
中
、
ま
ず
初
め
に
神

事
が
執
り
行
わ
れ
、
白
井
長
万

部
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
町
関

係
者
の
来
賓
挨
拶
が
終
了
す
る

と
、
本
学
学
生
か
ら
登
山
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

標
高
百
四
十
ｍ
の
登
山
口
か

ｍ
、
約
二
キ
ロ
の
行
程
を
約
四

十
分
か
け
て
登
頂
し
ま
し
た
。

中
に
は
二
十
分
程
度
で
登
り
き

る
学
生
も
い
ま
し
た
。

　

山
頂
で
は
ニ
セ
コ
連
峰
や
内

浦
湾
の
雄
大
な
景
色
が
一
望
で

き
、
そ
の
眺
め
を
楽
し
ん
だ

り
、
記
念
撮
影
す
る
学
生
や
町

民
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
登
山
口
で
は
主
催

者
に
よ
る
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
パ
ー

テ
ィ
が
催
さ
れ
、
お
腹
を
す
か

せ
た
学
生
ら
が
口
い
っ
ぱ
い
に

ほ
お
張
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
都
会
で
は
味
わ
え
な
い
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

　

六
月
七
日
（
土
）、
八
日
（
日
）
に
お
台
場
の
日
本
科
学
未
来

館
で
本
学
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
「
み
ら
い
研
究
室
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
催
し
は
百
二
十
五
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
昨
年
か
ら
学
生
行
事
と
し
て
引
き
継
が

れ
、
今
回
で
三
回
目
の
実
施
で
す
。
学
生
の
企
画
参
加
者
は
計

十
九
団
体
、
約
三
百
人
。
昨
年
を
遙
か
に
上
回
る
方
々
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
そ
の
数
は
三
千
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
た
に
生
命
系
の
企
画
も
加
わ
り
、
よ
り
多
分
野
に
亘

る
団
体
が
出
展
し
ま
し
た
。
自
分
達
の
研
究
に
楽
し
く
触
れ
て
も

ら
え
る
工
夫
を
こ
ら
し
、
展
示
・
実
験
講
義
等
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
演
奏
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
親
子
連
れ
の
来
場

第 1 7 0 号 2008年（平成20年）　７月８日（火） （ 6 ）東　京　理　科　大　学　報

サイエンスフェア　 に3000人本学
主催 「みらい研究室」に輝く目

学
長
杯
・
理
事
長
杯
争
奪
研
究
室
対
抗

熱
戦
２
日
！
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

今
秋
、広
島
で
本
学
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア

和やかに歓迎パーティー
～今年度 外国人留学生を迎えて～

写万岳山開きに420人が参加▲▲ ▲▲

二酸化炭素の風船で地球温暖化を考えるサイエンスライブショー いろんな色の人工イクラやスライムを作ってみよう

足とアームで相手を倒せ�ロボコン大会「ROBOT WARS」神楽坂吹奏楽団による「音の展示会」

内
浦
湾
を
バ
ッ
ク
に
登
頂
す
る
一
行

さあ、決戦�スポーツフェスティバル開会式
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六
月
七
日
（
土
）、
神
楽
坂

校
舎
１
号
館
記
念
講
堂
で
、
本

学
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
主
催

「
第
一
回
Ｆ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
英
語
教

育
とe-Learning

」
と
い
う

テ
ー
マ
は
、
Ｆ
Ｄ
活
動
の
根
幹

を
な
す
授
業
改
善
に
直
結
し
、

す
べ
て
の
学
生
が
英
語
を
学
習

す
る
と
い
う
各
大
学
に
共
通
す

る
条
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
教
育
の
普

及
と
合
わ
せ
、
ア
ク
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
ー
を
持
つ
テ
ー
マ
で
す
。

英
語
教
育
に
は
常
に
多
く
の

具
体
的
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い

る
半
面
、
英
語
授
業
時
間
数
は

増
加
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
も
多
様
な
学
生

が
大
学
に
入
学
す
る
時
代
と
な

り
、
教
員
は
授
業
の
現
場
で
日

々
新
た
な
状
況
に
立
ち
向
か
わ

ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
でe-Lea rning

の
活
用
は
、
一
つ
の
新

た
な
学
習
方
法
を
提
案
し
て
い

ま
す
。
こ
の
現
状
を
振
り
返

り
、
新
た
な
方
策
を
共
に
検
討

す
る
と
い
う
目
的
で
第
一
回
セ

ミ
ナ
ー
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
本
大

学
、
獨
協
大
学
、
山
梨
大
学
の

三
大
学
で
英
語
教
育
の
最
前
線

で
ご
活
躍
の
先
生
方
に
ご
講
演

い
た
だ
き
、
各
大
学
に
お
け
る

e-Learning

の
活
用
例
、
問

題
点
、
展
望
等
を
提
示
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
本
学

に
お
け
る
取
り
組
み
の
一
端
が

紹
介
さ
れ
、
今
後
の
取
り
組
み

方
に
つ
い
て
考
え
る
場
が
提
供

さ
れ
ま
し
た
。

植
木
正
彬
本
学
教
育
開
発
セ

ン
タ
ー
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

講
演
が
ス
タ
ー
ト
。
谷
岡
朗
・

日
本
大
学
理
工
学
部
一
般
教
育

教
室
教
授
に
よ
る
「
日
本
大
学

理
工
学
部
のe-Learning

事

始
め
」
の
講
演
で
は
、
年
度
ご

と
に
改
善
し
継
続
さ
れ
る
日
本

大
学
理
工
学
部
の
英
語
教
育
の

様
子
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

岡
田
圭
子
・
獨
協
大
学
経
済

学
部
経
済
学
科
准
教
授
に
よ
る

「
獨
協
大
学
の
英
語
教
育
と

e-Learning

教
材
の
活
用
」

の
講
演
で
は
、
教
材
開
発
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
、
成
績
別
ク

ラ
ス
編
成
、
教
室
外
学
習
（e- Learning

）、
ア
チ
ー
ブ
メ

ン
ト
テ
ス
ト
（T

O
EIC

）

と
五
本
柱
か
ら
構
成
さ
れ
る
獨

協
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ

い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

奥
村
直
史
・
山
梨
大
学
教
育

人
間
科
学
部
国
際
文
化
講
座
准

教
授
に
よ
る
「T

O
EIC

の

活
用
や
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
分
け

の
功
罪
」
の
講
演
で
は
、
国
際

社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
養

成
、
学
生
の
能
力
に
合
っ
た
授

業
の
提
供
、
自
学
自
習
能
力
の

養
成
を
目
標
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
同
大
学
共
通
教
育
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
と
そ
の
成
果

に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

川
村
幸
夫
・
本
学
理
工
学
部

教
養
教
授
に
よ
る
「
東
京
理
科

大
学
野
田
校
舎
に
お
け
る
英
語

e-Learning

の
現
状
と
課

題
」
の
講
演
で
は
、
野
田
地
区

で
導
入
し
て
い
る
授
業
の
具
体

的
事
例
に
則
し
た
問
題
点
を
指

摘
し
、
さ
ら
に
独
自
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
に
基
づ
い
たe-Lea rning

授
業
の
課
題
と
対
面
授

業
の
意
義
を
協
調
さ
れ
て
講
演

を
結
ば
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
質
疑
応
答
・
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

具
体
的
な
質
問
か
ら
、
理
工
系

科
目
のe-Learning

教
材
、

そ
し
て
同
一
大
学
、
同
一
学

部
・
学
科
内
で
二
極
化
傾
向
を

見
せ
る
学
生
の
学
習
意
欲
・
学

力
へ
の
対
応
策
ま
で
話
が
及
び

ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
情
報

交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
本
Ｆ
Ｄ

セ
ミ
ナ
ー
の
目
的
の
一
つ
で
あ

る
Ｆ
Ｄ
と
Ｓ
Ｄ
（Staff De 

veloppm
ent

＝
大
学
職
員

資
質
開
発
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
分
野
・
職
種
を
超
え
た
幅

広
い
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

＊
Ｆ
Ｄ
活
動
と
は
…
授
業
内

容
と
方
法
の
改
善
に
大
学
が
組

織
と
し
て
取
り
組
み
、
教
育
理

念
、
目
標
を
実
現
し
よ
う
と
す

る
様
々
な
活
動
の
こ
と
。

本
学
は
日
本
経
済
新
聞
社
主

催
の
「
テ
ク
ノ
ル
ネ
サ
ン
ス
ジ

ャ
パ
ン　

〜
企
業
に
研
究
開
発

し
て
ほ
し
い
未
来
の
夢
コ
ン
テ

ス
ト
」
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
日
ご
ろ

学
生
の
皆
さ
ん
が
行
っ
て
い
る

研
究
を
ベ
ー
ス
に
、
企
業
の
コ

ア
技
術
・
事
業
を
組
み
合
わ
せ

た
ら
ど
ん
な
画
期
的
な
こ
と
が

で
き
る
か
を
考
え
る
ア
イ
デ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
理
工
系
の

大
学
生
・
大
学
院
生
（
修
士
課

程
ま
で
）
の
個
人
ま
た
は
チ
ー

ム
（
五
人
ま
で
）の
参
加
が
可

能
で
す
の
で
、興
味
が
あ
る
方

は
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
概
要
】

▼
提
案
方
法
：
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
十
枚
以
内
で
ア
イ
デ
ア
シ

ー
ト
を
制
作
、
要
約
の
作
成

▼
参
加
資
格
：
理
工
系
の
大

学
生
・
大
学
院
生
（
修
士
課
程

ま
で
）
の
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム

（
五
人
ま
で
）
の
参
加
が
可

能
。
リ
ー
ダ
ー
が
理
工
系
の
学

生
で
あ
れ
ば
、
文
系
の
学
生
が

チ
ー
ム
に
参
加
可

▼
応
募
方
法
：
次
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
。
締

め
切
り
は
八
月
三
十
一
日
ま
で

▼
表
彰
：
表
彰
イ
ベ
ン
ト
は

二
〇
〇
八
年
十
一
月
下
旬
。
最

優
秀
賞
三
十
万
円
、
優
秀
賞
十

万
円
、
優
良
賞
三
万
円
（
各
賞

と
も
テ
ー
マ
ご
と
）

＊
テ
ク
ノ
ル
ネ
サ
ン
ス
ジ
ャ
パ

ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://nikkei-techno.jp/

て
、
利
用
率
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

今
回
借
り
受
け
る
旧
大
子
第

二
高
校
施
設
に
は
大
き
な
体
育

館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ゼ
ミ
室
な

ど
の
設
備
が
あ
り
、
本
格
的
な

練
習
を
含
む
課
外
活
動
や
ゼ
ミ

合
宿
に
必
要
な
施
設
が
揃
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
周
辺
に

は
久
慈
川
や
袋
田
の
滝
な
ど
が

あ
り
大
変
自
然
の
豊
か
な
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
施
設
に
よ
り
、

学
生
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と

学
生
生
活
の
充
実
が
図
ら
れ
、

自
然
に
親
し
む
生
活
を
楽
し
ん

で
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
利
用
開
始
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

本
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

本
学
は
、
茨
城
県
大だ

い
ご
ま
ち

子
町
か

ら
旧
茨
城
県
立
大
子
第
二
高
等

学
校
跡
地
と
施
設
を
無
償
で
借

り
受
け
、
郊
外
型
の
学
生
研
修

施
設
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
は
手
狭

で
、
学
生
の
た
め
の
十
分
な
厚

生
・
研
修
施
設
を
設
け
る
こ
と

が
困
難
で
す
。
一
方
、
他
キ
ャ

ン
パ
ス
で
も
学
生
の
厚
生
・
研

修
施
設
が
必
ず
し
も
充
実
し
て

い
る
と
は
言
い
難
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
既
存
の
郊
外
研
修
施

設
は
館
山
研
修
所
（
千
葉
県
館

山
市
）
と
谷
川
山
荘
（
群
馬
県

利
根
郡
）
の
二
つ
で
す
が
、
特

に
館
山
研
修
所
は
地
元
の
住
宅

地
と
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら

利
用
法
が
限
定
さ
れ
、
運
動
施

設
等
が
不
十
分
な
こ
と
も
あ
っ

郊
外
型
の
学
生
研
修
施
設　
近
く
開
館

山
や
川
…
自
然
豊
か
な
茨
城
県
大
子
町

アイデア募集 !
̶テクノルネサンスジャパン̶

企業に研究開発してほしい
未来の夢コンテスト応募歓迎

アイデア募集 !

̶ ̶本学教育開発センター主催

第１回 FDセミナー　開く

英語とe-Learningテーマ

２００9 大学案内　完成！

①本学ホームページ
http://www.tus.ac.jp/admis/shiryou/

②FAX 03-5228-8093（入試センター）
※住所、氏名、電話、高校名と希望するパンフレット名を 
記入のうえお送りください。

＜お問い合わせ　入試センター 03-5228-8092＞

受験生のための2009年版大学案内・第二部案内
が完成しました。入手ご希望の方は、入試セン
ターまたは各キャンパス事務室に申し出ていただ
くか、以下の方法でお申し込みください。

平
成
19
年
度
の
本
学
助
成
金
対
象

「
特
定
研
究
助
成
金
」12
人
が
報
告

育
て

知
財
人
材
は
Ｍ
Ｉ
Ｐ
が

る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
350
人
が
参
加

六
月
七
日
（
土
）、
経
団
連

ホ
ー
ル
（
千
代
田
区
）
で
「
専

門
職
大
学
院
Ｍ
Ｉ
Ｐ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
・
知
財
人
材
は
Ｍ
Ｉ
Ｐ
が

育
て
る
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

約
三
百
五
十
人
の
皆
様
に
参
加

い
た
だ
き
、
東
京
中
小
企
業
投

資
育
成
株
式
会
社
社
長
（
元
内

閣
官
房
・
知
的
財
産
戦
略
推
進

事
務
局
長
）
の
荒
井
寿
光
氏

や
、
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局

大
学
振
興
課
大
学
改
革
推
進
室

長
の
井
上
卓
己
氏
、
中
国
か
ら

は
清
華
大
学
法
学
院
教
授
・
知

識
産
権
法
学
研
究
セ
ン
タ
ー
主

任
の
王
兵
氏
ら
を
迎
え
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
行
副

委
員
長
の
生
越
由
美
・
Ｍ
Ｉ
Ｐ

教
授
の
司
会
進
行
の
も
と
、
竹

内
学
長
、
石
田
正
泰
総
合
科
学

技
術
経
営
研
究
科
長
の
挨
拶
に

続
き
、
第
一
部
と
し
て
、
荒
井

寿
光
氏
の
基
調
講
演
が
行
わ

れ
、
知
財
人
材
へ
の
高
ま
る
期

待
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い
て
第
二
部
で
は
、

本
学
Ｍ
Ｉ
Ｐ
専
攻
の
修
了
生
四

人
に
よ
る
知
財
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
の
成
果
発
表
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
第
三
部
で
は
、
馬
場

錬
成
・
Ｍ
Ｉ
Ｐ
教
授
が
コ
ー
デ

五
月
十
日
（
土
）、
野
田
校

舎
講
義
棟
で
「
東
京
理
科
大
学

特
定
研
究
助
成
金
研
究
成
果
報

告
会
」
が
行
わ
れ
、
本
学
教
員

や
大
学
院
生
ら
八
十
一
人
が
聴

講
し
ま
し
た
。

こ
の
報
告
会
は
平
成
十
九
年

度
の
特
定
研
究
助
成
金
（
二
億

ィ
ネ
ー
タ
を
務
め
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

第
三
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
文
部
科
学
省

の
井
上
卓
己
氏
、
味
の
素
㈱
契

約
・
商
標
グ
ル
ー
プ
商
標
担
当

課
長
の
佐
野
純
子
氏
、
日
本
弁

理
士
会
研
修
所
所
長
の
伊
藤
高

英
氏
、
清
華
大
学
の
王
兵
氏
の

各
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
講
演
の

後
、
馬
場
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

三
千
九
百
八
十
万
円
）
を
配
分

し
た
研
究
課
題
の
中
か
ら
十
二

件
を
選
定
し
、
そ
の
研
究
成
果

を
学
内
に
公
表
す
る
も
の
で
、

今
回
で
五
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

当
日
会
場
に
は
学
長
を
は
じ

め
学
長
補
佐
や
学
部
長
の
先
生

ー
ト
の
も
と
、
知
財
推
進
計
画

第
二
期
に
向
け
た
人
材
育
成
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
各
パ

ネ
ラ
ー
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
視
点

か
ら
の
意
見
表
明
と
活
発
な
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
、
専
攻
主
任
の
手
塚

敏
廣
・
Ｍ
Ｉ
Ｐ
教
授
が
、
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ま
と
め
て
総
括

し
、
閉
会
の
挨
拶
を
行
い
、
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

方
が
出
席
。
研
究
の
成
果
に
つ

い
て
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
発
表
者
以

外
で
同
助
成
金
を
配
分
さ
れ
た

教
員
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
発
表
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

特
定
研
究
成
果
発
表
者
は
下

の
と
お
り
。

神楽坂校舎で開かれた FDセミナー

経団連ホールで開かれたMIP シンポジウム

◆ 本学特定研究助成金研究成果報告会　発表者 ◆
研究代表者（所属） 助成金種別 研究課題

上野　一郎（理工・機械） 共同研究 界面熱流体現象を利用したマイクロ・ナノスケール熱物質輸
送技術開発を目指して

加藤　圭一（理１・数学） 理大教育助成金Ａ 高等学校高学年および理科大学初学年用数学教材の調査・研
究および制作

川村　康文（理１・物理） 理大教育助成金Ｃ 授業「講義実験」における教材開発およびその研究

鳥越　秀峰（理１・応化） 自然とともにある
特別研究助成金 重金属イオンの新規で簡便な濃度分析方法・除去方法の開発

伊藤　　稔（理工・教養） 特色ある教育研究
助成金

啓発意識の高い理工系技術者・教員養成のための地域連携型
科学技術教育プログラム

田久　　修（理工・電情） 奨励研究助成金 Interleaved 周波数分割多元接続における無線通信適用への基
礎研究

宮川　宣明（理研・物理） 研究科共同研究 強電子相関系材料の結晶育成及び新規物性探索

小野寺祐夫（薬研・薬学） 研究科共同研究 非意図的に生成する化学物質の生体および環境影響

桑野　　潤（工研・工化） 研究科共同研究 非白金電極材料と新規燃料電池の開発

朽津　和幸（理工研・応生）研究科共同研究 細胞のストレス応答ダイナミクスのバイオイメージング解析

田村　浩二（基工研・生工）研究科共同研究 総合科学としての細胞研究〜細胞の起源から先端医療まで

安部　　良（生命研・生命）研究科共同研究 造血系キメラ誘導による移植臓器長期生着へ向けての研究
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ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

【
宛
先
】 

〒
162- 

8601
新
宿
区
神
楽
坂1 -3 

東
京
理
科
大
学 

広
報
課

【FAX

】 03 -3260 -5823 

【E-mail

】 koho@admin.tus.ac.jp

本
学
で
今
年
度
か
ら
実
施
す

る
「
科
学
の
マ
ド
ン
ナ
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
、
文
部
科
学
省

「
女
子
中
高
生
の
理
系
進
路
選

択
支
援
事
業
」
に
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

本
学
で
は
、
女
子
中
高
生
の

皆
さ
ん
が
将
来
の
進
路
を
考
え

る
と
き
の
参
考
に
な
る
よ
う

に
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
「
ウ

ー
マ
ン
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
体

験
講
座
」
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
理
系
の
職
業
に

進
ん
だ
方
の
講
演
会
や
女
子
大

学
生
達
と
の
交
流
会
な
ど
を
通

じ
て
、
多
く
の
女
子
中
高
生
か

ら
「
理
系
に
つ
い
て
も
っ
と
知

り
た
い
」「
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
い
」
と
い
う
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
女
子
中
高
生
の
皆
さ
ん
に

理
系
を
理
解
し
て
も
ら
う
機
会

を
設
け
「
女
性
な
ら
で
は
の
科

学
」
を
武
器
と
し
て
、
強
い
プ

ロ
意
識
の
も
と
に
新
た
な
科
学

技
術
を
創
出
す
る
人
材
の
育
成

を
目
指
す
た
め
の
事
業
で
す
。

W
endy A

. Spinks

・

工
学
部
第
一
部
経
営
工
学
科
教

授
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

と
し
、〝
十
年
後
の
自
分
に
目

覚
め
る
〟
手
助
け
を
す
る
た
め

【Science

を
知
る
】【Rese 

arch

を
体
験
す
る
】【Profe 

ssional

に
目
覚
め
る
】
を
テ

ー
マ
に
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
、

対
象
に
、
三
泊
四
日
の
寮
生
活

を
本
学
女
子
学
生
と
共
に
過
ご

し
な
が
ら
、
様
々
な
実
験
、
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
体
験
す
る

こ
と
で
、
理
系
大
学
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
【Research

を
体
験
す
る
】
こ
と
を
目
的
と

進
路
選
択
支
援
事
業
「『
女
性

に
し
か
わ
か
ら
な
い
科
学
が
あ

る
』
講
演
シ
リ
ー
ズ　

春
の
マ

ド
ン
ナ
た
ち
」
を
開
催
し
、
女

子
中
高
生
や
保
護
者
計
九
十
四

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ｉ
モ
ー
ド
開
発
で

パ
ス
で
実
施
す
る
「
サ
イ
エ

ン
ス
夢
工
房
」
な
ど
に
お
い

て
も
女
子
中
高
生
が
理
系
へ

興
味
を
持
つ
よ
う
な
ブ
ー
ス

を
設
け
る
予
定
で
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細

は
、「
科
学
の
マ
ド
ン
ナ
」プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ｈ
Ｐ（http://w

w
 

w
.tus.ac.jp/m

adonna/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

十
歳
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
星
と
出

逢
っ
て
、
宇
宙
へ
の
あ
こ
が
れ
を
も
っ

た
。
七
十
七
歳
。
そ
の
想
い
は
今
も
消

え
な
い
。“
星
”
一
筋
、
河
原
さ
ん
は

人
び
と
に
星
を
語
っ
て
、
な
お
現
役
で

あ
る
。

父
は
新
し
も
の
好
き
な
エ
ン
ジ
ニ
ア

だ
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
開
戦
前
年
の
昭

和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）、
小
四
の
河

原
さ
ん
を
父
が
有
楽
町
に
あ
っ
た
東
日

天
文
館
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
。
ド

ー
ム
に
入
っ
た
時
、
何
と
も
言
え
ぬ
不

思
議
な
雰
囲
気
に
魅
せ
ら
れ
た
。
浮
か

ぶ
星
空
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル

ワ
イ
ゼ
ン
」
の
曲
が
、
神
秘
へ
と
少
年

を
い
ざ
な
っ
た
。そ
れ
は
人
生
の
決
定

打
と
な
っ
た
。

家
の
あ
る
蒲
田
か
ら
省
線
（
今
の
Ｊ

Ｒ
）
往
復
二
十
銭
、
入
館
料
二
十
五
銭

を
も
っ
て
日
曜
日
、
一
人
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
へ
。
星
を
見
た
あ
と
、
母
が
握
っ

て
く
れ
た
お
に
ぎ
り
を
、
い
つ
も
日
比

谷
公
園
で
ほ
う
ば
っ
た
。

夜
空
の
本
物
の
星
が
見
た
か
っ
た
。

戦
時
中
で
あ
る
。
望
遠
鏡
な
ど
買
え
る

時
世
で
な
か
っ
た
。
神
田
で
レ

ン
ズ
と
ボ
ー
ル
紙
を
購
入
し
、

小
五
の
時
、
五
十
倍
の
望
遠
鏡

を
つ
く
り
、
自
宅
の
物
干
し
台

で
星
を
観
察
し
た
。
米
軍
機
に

よ
る
空
襲
が
激
し
く
な
っ
た
。

人
に
は
つ
ら
い
灯
火
管
制
は
、

不
思
議
に
も
河
原
さ
ん
に
夢
を

く
れ
た
。
真
っ
暗
な
東
京
の
空

に
、
天
の
川
が
く
っ
き
り
見
え

た
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
星
空
は
嘘
で

な
か
っ
た
。
満
天
の
星
が
輝
い
て
い

た
。
だ
が
空
襲
警
報
で
敵
機
を
さ
が
す

サ
ー
チ
ラ
イ
ト
が
空
を
駆
け
巡
る
と
、

星
は
消
え
る
。
そ
し
て
終
戦
の
年
（
一

九
四
五
）、
家
は
空
襲
で
焼
け
た
。

理
科
大
で
は
先
輩
た
ち
と
天
文
部
を

つ
く
っ
た
。
現
在
の
読
売
ラ
ン
ド
の
近

く
の
寺
の
一
隅
を
借
り
、
自
分
た
ち
で

小
屋
を
建
て
て
、
ハ
ン
ゴ
ウ
で
飯
を
炊

き
、
雑
魚
寝
し
て
星
を
観
測
し
た
。

恩
師
の
誘
い
で
、
就
職
は
五
島
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
。
オ
ー
プ
ン
前
の
ド
イ
ツ

製
投
影
機
の
取
り
付
け
の
手
伝
い
か

ら
、
解
説
の
準
備
、
展
示
品
の
設
計
・

監
修
と
、
大
変
だ
っ
た
が
、
充
実
の
日

々
だ
っ
た
。河
原
さ
ん
は
こ
の
あ
と
、職

場
を
二
度
変
わ
っ
た
が
、
い
つ
も
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
が
そ
ば
に
あ
っ
た
。
家
で

は
晴
れ
た
夜
は
必
ず
望
遠
鏡
を
覗
く
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
最
近
、
若
者
が

帰
っ
て
来
て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し

い
。
カ
ッ
プ
ル
が
目
立
つ
。
録
音
解
説

が
一
般
的
だ
が
、
河
原
さ
ん
は
話
術
巧

み
に
、
肉
声
で
宇
宙
へ
と
入
場
者
を
誘

う
。
自
分
の
声
を
必
ず
テ
ー
プ

に
取
り
、
聞
き
直
し
、
反
省
点

を
次
に
生
か
す
。

「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
人
間

社
会
に
役
立
っ
て
、
殺
伐
と
し

た
こ
の
世
の
中
で
、
豊
か
な
気

持
ち
を
も
っ
て
も
ら
え
れ
ば
う

れ
し
い
」
─
夢
請
負
人
・
河

原
さ
ん
の
、
そ
れ
が
願
い
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

プラネタリウム一筋53年
なお現役の星空の解説者 河原　郁夫さん

★略歴（かわはら・いくお）1930年12月東京
都大田区生まれ、55年東京理科大理学部物理学
科卒、天文博物館五島プラネタリウムを経て、
神奈川県立青少年センターに35年勤務、1997年
から川崎市青少年科学館で解説員をつとめる。

文部科学省
事業に採択｢

科
学
の
マ
ド
ン
ナ｣

今
夏･

秋　

相
次
ぎ
魅
力
の
あ
る
催
し

｢

科
学
の
マ
ド
ン
ナ｣

理
系
志
望
の
女
子
中
高
生
支
援̶プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト科学のマドンナ･プロジェクトのロゴマーク

長
万
部
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
お

よ
び
、
十
一
月
二
十
三
日（
日
）

に
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
す

る
「
秋
の
マ
ド
ン
ナ
た
ち　

Research
か
らProfessio 

nal

へ
」
で
す
。

「
真
夏
の
マ
ド
ン
ナ
た
ち　

長
万
部
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

は
、
女
子
高
校
生
四
十
八
人
を

し
て
い
ま
す
。「
秋
の
マ
ド
ン

ナ
た
ち　

Research

か
ら

Professional

へ
」
で
は
、 

Ｏ
Ｇ
や
女
子
大
学
院
生
の
研
究

発
表
を
聞
き
、
様
々
な
実
験
を

体
験
す
る
こ
と
で
【Science

を
知
る
】と
共
に
、将
来
の
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
を
考
え
る【Profe 

ssional

に
目
覚
め
る
】場
と
な

ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
長
）
に
、

自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
理
系
分
野
の
魅
力
と
女
子

中
高
生
の
皆
さ
ん
が
将
来
の
進

路
を
決
め
る
た
め
に
ど
の
よ
う

に
過
ご
せ
ば
よ
い
か
な
ど
に
つ

い
て
、
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

併
せ
て
十
一
月
に
各
キ
ャ
ン

二
十
日
（
昼
の
部
）
と
二
十
三

日
（
夜
の
部
）
に
歌
舞
伎
座

（
東
京
都
中
央
区
）
で
「
歌
舞

伎
を
見
に
行
こ
う
‼
」
と
題
し

た
鑑
賞
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た

＝
写
真
は
受
付
風
景
。

昼
の
部
で
は
「
義
経
千
本

桜
」
他
二
本
が
、
夜
の
部
で
は

「
青あ

お
と
ぞ
う
し
は
な
の
に
し
き
え

砥
稿
花
紅
彩
画
」（
白
浪
五

人
男
）
と
「
三
升
猿
曲
舞
」
が

公
演
さ
れ
、
昼
夜
あ
わ
せ
て
百 

十
人
の
学
生
が
参
加
し
ま
し

た
。
初
参
加
の
学
生
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
が
、
歌
舞
伎
の
優
美

な
雰
囲
気
や
演
者
の
表
情
の
豊

か
さ
や
迫
力
に
触
れ
「
格
式
高

い
伝
統
芸
能
を
間
近
で
鑑
賞
す

る
こ
と
が
で
き
て
感
激
」
な
ど

と
堪
能
し
た
様
子
で
し
た
。

「
二
村
基
金
事
業
セ
ミ
ナ
ー
」

と
は
、
一
九
一
四
年
に
東
京
物

理
学
校
を
卒
業
し
た
二
村
冨
久

氏
が
「
理
数
系
の
学
生
が
日
本

精
神
を
学
ぶ
の
に
役
立
て
て
欲

し
い
」
と
、
一
九
八
三
年
に
経

営
す
る
会
社
の
株
券
を
寄
贈
さ

れ
た
も
の
が
基
金
と
な
っ
て
お

り
、
日
本
文
化
に
つ
い
て
の
講

演
会
、
歌
舞
伎
、
文
楽
等
の
伝

統
芸
能
を
国
立
劇
場
等
で
鑑
賞

す
る
講
座
な
ど
を
年
に
四
、五

回
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
毎
年
、
学
生
を
対

象
と
し
た
「
二
村
基
金
事
業
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
五
月

る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
先
立

ち
五
月
二
十
四

日
（
土
）
に
神

楽
坂
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
女
子
中

高
生
へ
の
理
系

有
名
な
松
永
真
理
氏

（
㈱
バ
ン
ダ
イ
社
外

取
締
役
）
と
「
ウ
ー

マ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
二
〇
〇
七
」

（
主
催
：
日
経
ウ
ー

マ
ン
）
リ
ー
ダ
ー
部

門
第
三
位
の
宮
井
真

千
子
氏
（
松
下
電
器

産
業
㈱
松
下
ホ
ー
ム

ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
社

ク
ッ
キ
ン
グ
機
器
ビ

ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
・

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
、

長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス

で
様
々
な
企
画
を
実

施
し
ま
す
。

今
回
「
女
子
中
高

生
の
理
系
進
路
選
択

支
援
事
業
」
に
採
択

さ
れ
た
企
画
は
、
八

月
八
日（
金
）か
ら
十

一
日（
月
）に
か
け
、

長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス

で
実
施
す
る
「
真
夏

の
マ
ド
ン
ナ
た
ち　

歌舞伎座で鑑賞教室
二村基金事業セミナー

受賞者（所属・学年は受賞時） 受賞名 大会・学会名 受賞テーマ等 受賞日

石津　健一 理工・機械・４年 Best Presentation Award 日本機械学会関東支部主催・関東学生会第47回学
生員卒業研究発表講演会

この賞は各講演室あたり、午前の部、午後の部それぞれ１件、優秀と認められたも
のに贈賞された ３月14日

柏木　友秀
小原　尚子
下　　正喜
新國みづき
宮川　和大

経営・経営・２年
〃　
〃　
〃　
〃　・３年

入賞 第８回「日経STOCK」リーグ 中学生、高校生、大学生を対象に行われる「自主テーマによるポートフォリオ学習」
及び「レポートコンテスト」で入賞。受賞内容「最終兵器『ヒト』」 ３月15日

石井　　徹 理工研・電気・修１ 優秀ポスター賞 電子情報通信学会2008年総合大会 類似レポート判別アルゴリズムの提案 ３月18日

上田　将吾 工研・建築・修１ 若手優秀研究報告賞 日本建築学会・2007年度関東支部研究発表会 時間差を考慮に入れた時間−周波数領域でのブラインド信号源分離と位置の特定に関する研究 ３月25日

寺川　　喬 理工研・建築・修２ 若手優秀研究報告賞 日本建築学会・2007年度関東支部研究発表会 鋼架構の崩壊温度に対する局部座屈の影響 ３月25日

沖　　　剛 工研・工化・修１ 優秀ポスター賞 ㈳日本鉄鋼協会・第155回春季講演大会 プラスチックおよび石炭の熱分解生成物の評価 ３月27日

井上苗土己 基礎工研・電子・修２「部会ロゴマーク作成」に係る感
謝状を授与 日本原子力学会・計算科学技術部会 日本原子力学会計算科学技術部会の顔となるロゴマークをデザイン、2008年３月

28日に日本原子力学会「2008年春の年会」の計算科学技術部会で感謝状を贈られた ３月28日

植木健一郎 理工・工化・４年 学生ポスター優秀賞 電気化学会・第75回大会 Liイオン電池正極活物質LiMn1/3Ni1/3Co1/3O2における平均・局所構造と電池特
性の合成条件依存 ３月30日

新部裕佳子 理１・応化・４年 優秀ポスター発表賞 第101回触媒討論会（創立50周年記念大会） イソオクタン排出に対するHC reformer trapとPt触媒の複合効果 ４月

伊藤　貴彦 工研・工化・博１ 若手講演賞 第55回有機合成化学協会関東支部シンポジウム 発表内容、プレゼンテーション、質疑応答が優れていると認められた。発表題目「ジアリールプ
ロリノールを触媒とするアセトアルデヒドを基質に用いた不斉クロスアルドール反応の開発」 ５月10日

渡邉　博之 理研・化学・修１ 若手講演賞 第55回有機合成化学協会関東支部シンポジウム 研究内容、プレゼンテーション、質疑応答が優れていると認められた。発表題目「活
性化されていない炭素上への位置選択的1,3-CH挿入反応」 ５月10日

牧野　剛士 理研・化学・博３ 若手講演賞 第55回有機合成化学協会関東支部シンポジウム 研究内容、プレゼンテーション、質疑応答が優れていると認められた。発表題目「ね
じれ構造をもつ二座配位型カルベン−パラジウム錯体の合成およびその結晶構造」 ５月10日

内藤　陽子 理研・化学・修２ 若手優秀発表賞 日本ゴム協会80周年記念年次大会 充てん系加硫ゴムにおけるヒシテリシスロスに関する研究 ５月21日

和知　恭平 理工研・機械・修２ 日本設計工学会平成19年度秋
季大会学生優秀発表賞 日本設計工学会春季大会 玉軸受の電食発生の限界直流電圧に関する研究 ５月23日

柿元　彩七 薬研・薬学・修２ RADIOISOTOPES誌論文奨励賞 日本アイソトープ協会
アイソトープ・放射線に係わる若手会員の研究活動を積極的に支援するために、本
誌に掲載された論文の中で優れた著者に対して奨励賞が与えられた。発表題目「ヒ
トリンパ芽球由来細胞における放射線適応応答の分子機構に関する研究」

５月28日

秦　　寛夫 理研・化学・修１ ポスター賞 第24回化学反応討論会 研究内容、プレゼンテーション、質疑応答が優れていると認められた。発表題目「赤
外自由電子レーザー誘起光増感trans-cis異性化反応」 ６月３日

兵野　　篤 薬研・薬学・博３ ポスター賞 Interfaces Against Pollution（IAP）2008 ポスター講演の中で特に優れていると認められた。発表題目「Interactions between 
enzyme-treated red blood cells」 ６月３日

東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧 （平20・３月～６月）


